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１ 自然を愛し郷土の文化を育てましょ１　自然を愛し郷土の文化を育てましょうう

〔鹿部町民憲章より〔鹿部町民憲章より〕〕
広 報

今月の主な内今月の主な内容容
●平成２３年度町政執行方針………………………………………………………２～９●平成２３年度町政執行方針………………………………………………………２～９ＰＰ
●平成２３年度教育行政執行方針…………………………………………………１０～１４●平成２３年度教育行政執行方針…………………………………………………１０～１４ＰＰ
●平成２３年度予算について………………………………………………………１５～１６●平成２３年度予算について………………………………………………………１５～１６ＰＰ
●最近のできごとをお知らせします…………………………………………………１７●最近のできごとをお知らせします…………………………………………………１７ＰＰ
●カメラ・アイ…………………………………………………………………………１８●カメラ・アイ…………………………………………………………………………１８ＰＰ
●健康へのページほか……………………………………………………………１９～２０●健康へのページほか……………………………………………………………１９～２０ＰＰ
●障害年金加算改善法施行について…………………………………………………２１●障害年金加算改善法施行について…………………………………………………２１ＰＰ
●ふるさとしかべ応援寄付金の寄付状況等について………………………………２２●ふるさとしかべ応援寄付金の寄付状況等について………………………………２２ＰＰ
●高齢者生涯カレッジ受講生募集についてほか……………………………………２３●高齢者生涯カレッジ受講生募集についてほか……………………………………２３ＰＰ
●中央公民館図書室だよりほか………………………………………………………２４●中央公民館図書室だよりほか………………………………………………………２４ＰＰ
●全道火災予防運動実施について……………………………………………………２５●全道火災予防運動実施について……………………………………………………２５ＰＰ
●お知らせコーナーほか………………………………………………………………２６●お知らせコーナーほか………………………………………………………………２６ＰＰ
●水産の艇窓／駒ケ岳活動状況／森警ニュース……………………………………２７●水産の艇窓／駒ケ岳活動状況／森警ニュース……………………………………２７ＰＰ
●行事予定など…………………………………………………………………………２８●行事予定など…………………………………………………………………………２８ＰＰ

たくさんの思い出ありがとうたくさんの思い出ありがとう！！
「中学校卒業式」卒業生44名「中学校卒業式」卒業生44名 （（３３／15）／15）
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当
し
ま
す
が
、
全
国
の
公
立
小

学
校
の
１
年
生
に
限
っ
て
、
　３５

人
学
級
も
始
め
る
予
算
も
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
財
源
を
確
保
す
る

た
め
、
道
路
整
備
な
ど
に
使
う

公
共
事
業
関
係
費
は
、
一
括
交

付
金
化
し
た
補
助
金
分
を
含
め

て
も
実
質
５
．
１
％
減
の
予
算

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
町
の
平

成
　
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た

２３
っ
て
は
、
本
年
２
月
に
補
正
し

ま
し
た
、
平
成
　
年
度
「
地
域

２２

活
性
化
交
付
金
」
と
、
こ
れ
か

ら
申
上
げ
ま
す
平
成
　
年
度
予

２３

算
と
一
体
と
し
て
切
れ
目
の
な

い
予
算
編
成
を
行
っ
て
参
り
ま

す
。
　
私
の
町
政
推
進
の
理
念
で
あ

る
「
小
さ
な
町
に
も
光
が
見
え

る
町
政
を
！
」
～
住
み
続
け
た

い
鹿
部
の
ま
ち
づ
く
り
～
の
推

進
に
向
け
て
、
町
民
の
皆
様
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
行

政
運
営
の
基
本
理
念
に
置
き
、

平
成
　
年
度
の
一
般
会
計
予
算

２３

を
は
じ
め
、
国
民
健
康
保
険
事

業
勘
定
特
別
会
計
、
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会

計
の
各
予
算
を
編
成
い
た
し
ま

し
た
。

　
は
じ
め
に
基
幹
産
業
で
あ
り

ま
す
漁
業
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。
水
産
業
界
に
お
い
て
も
、

長
引
く
不
況
に
よ
る
輸
出
入
の

停
滞
や
消
費
の
減
少
、
過
当
競

争
に
よ
る
販
売
の
下
落
が
続
い

て
お
り
、
加
え
て
産
地
魚
価
の

低
迷
、
漁
業
後
継
者
不
足
、
漁

業
就
業
者
の
高
齢
化
な
ど
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

当
町
の
暦
年
比
較
漁
獲
量
は
、

前
年
と
比
較
し
、
３
、
２
５
０

ト
ン
の
減
少
、
水
揚
げ
金
額
で

は
４
億
２
千
２
百
万
円
の
減
少

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
漁
業
は
価
格

の
低
迷
で
、
昨
年
よ
り
水
揚
金

額
で
、
約
５
億
２
千
７
百
万
円

の
減
少
、
こ
の
ほ
か
に
ホ
タ
テ

養
殖
、
つ
ぶ
篭
漁
業
、
な
ま
こ

採
取
漁
業
も
多
少
の
生
産
額
の

増
加
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後

の
価
格
の
動
向
が
漁
家
経
営
に

大
き
な
影
響
が
あ
る
も
の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
中
、
当

町
の
漁
業
振
興
は
、
収
益
性
を

向
上
さ
せ
る
た
め
、
効
率
的
な

漁
船
漁
業
を
引
続
き
推
進
し
、

浅
海
増
養
殖
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
沿
岸
水
域
資
源
の
維
持

増
大
な
ど
、
各
機
関
と
連
携
し

鹿部町長　川村　　茂

平成23年度平平成成2233年年度度

　
平
成
　
年
第
１
回
鹿
部
町
議

２３

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

町
政
執
行
方
針
を
申
上
げ
、
町

議
会
議
員
並
び
に
町
民
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
平
成
　
年
の
国

２２

内
の
経
済
状
況
を
振
返
り
ま
す

と
、
残
念
な
が
ら
期
待
さ
れ
て

い
た
ほ
ど
景
気
回
復
は
進
ま
ず
、

世
界
経
済
の
雲
行
き
は
依
然
と

し
て
先
行
き
が
見
え
な
い
状
態

で
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
国
の
経
済
対
策
と
し

て
平
成
　
年
　
月
に
、「
明
日

２１

１２

の
安
心
と
成
長
の
た
め
の
緊
急

経
済
対
策
」
と
し
て
地
域
活
性

化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金

が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

鹿
部
町
と
し
て
は
、
平
成
　
年
２１

度
の
年
度
末
だ
っ
た
た
め
す
べ

て
を
繰
越
、
平
成
　
年
４
月
以

２２

降
に
事
業
を
着
手
し
ま
し
た
。

鹿
部
町
へ
の
交
付
金
額
は
７
７
，

３
６
１
千
円
で
し
た
が
、
町
単

独
の
景
気
対
策
事
業
を
追
加
し
、

総
額
９
８
，
２
０
５
千
円
で
町

内
団
地
の
外
部
改
修
、
し
か
べ

間
歇
泉
公
園
及
び
イ
ベ
ン
ト
用

駐
車
場
整
備
、
町
道
本
別
海
岸

線
１
，
９
０
０
ｍ
の
オ
ー
バ
ー

レ
イ
と
排
水
設
備
の
改
修
等
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
平
成
　
年
度
地
方
公

２３

共
団
体
の
予
算
編
成
の
基
本
と

な
る
、
国
の
予
算
案
が
平
成
　２２

年
　
月
　
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

１２

２４

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
先
送
り
さ

れ
て
き
た
重
要
政
策
課
題
に
着

手
し
、
解
決
し
て
い
く
た
め
の

出
発
点
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
考
え
か
ら
、「
経
済
成

長
」、「
財
政
健
全
化
」、「
社
会

保
障
改
革
」
を
一
体
的
に
実
現

し
、
元
気
な
日
本
を
復
活
さ
せ

る
た
め
の
礎
を
築
く
基
本
理
念

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
概
要
は
、
一
般
会
計
の
総
額

は
　
兆
４
，
１
１
６
億
円
と
な

９２
り
、
平
成
　
年
度
当
初
予
算
を

２２

１
，
１
２
４
億
円
上
回
っ
て
過

去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。
税
収

は
３
．
５
兆
円
増
の
　
兆
９
，

４０

２
７
０
億
円
を
見
込
み
ま
す
が
、

国
の
借
金
に
あ
た
る
新
規
国
債

の
発
行
額
は
　
兆
２
，
９
８
０

４４

億
円
と
、
過
去
最
大
だ
っ
た
平

成
　
年
度
並
み
を
維
持
し
、
２

２２
年
連
続
で
税
収
を
上
回
る
借
金

を
す
る
予
算
案
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
社
会
保
障
関
係

費
が
５
．
３
％
増
の
　
兆
７
，

２８

０
７
９
億
円
と
な
り
、
過
去
最

大
の
規
模
に
ふ
く
ら
み
、
高
齢

化
に
伴
っ
て
、
医
療
や
介
護
、

年
金
な
ど
に
か
か
る
費
用
が
増

え
る
ほ
か
、
少
子
化
対
策
と
し

て
３
歳
未
満
の「
子
ど
も
手
当
」

を
　
千
円
か
ら
　
千
円
と
月
７

１３

２０

千
円
上
積
み
や
、
当
町
で
も
該
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漁
　
業
　
振
　
興
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事
業
展
開
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
鹿
部
漁
港
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
内
に
お
け
る
食
品
の
安
全
・

安
心
に
対
す
る
関
心
に
応
え
た

供
給
体
制
の
整
備
や
水
産
物
の

国
際
商
品
化
等
に
対
応
し
た

「
環
境
・
衛
生
管
理
型
漁
港
」

へ
の
工
事
完
成
に
向
け
、
関
係

機
関
と
協
議
し
進
め
て
お
り
、

平
成
　
年
度
は
漁
港
内
の
浚
渫

２３

１
１
，
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

の
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
別
漁
港
に
つ
き
ま

し
て
は
、
広
域
水
産
供
給
基
盤

整
備
事
業
と
し
て
、
拡
張
部
分

の
浚
渫
工
事
完
了
時
点
に
お
い

て
、
港
内
の
ふ
れ
込
み
等
の
課

題
が
あ
り
、
平
成
　
年
度
の
調

２２

査
結
果
に
基
づ
き
改
良
工
事
を

実
施
し
、
早
期
完
成
を
目
指
す

こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
完
成
時

期
が
多
少
延
び
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
平
成
　
年
度
に

２３

お
き
ま
し
て
は
、
東
護
岸
の
改

良（
嵩
上
げ
）１
０
７
．
５
メ
ー

ト
ル
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
漁
港
整
備
に

２３

係
る
地
元
負
担
金
は
、
鹿
部
漁

港
の
み
で
、
５
０
，
０
０
０
千

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

 

平
成
　
年
度
は
、
町
内
の
特
産

２３

物
や
お
土
産
品
を
一
堂
に
取
扱

う
販
売
施
設
が
な
い
た
め
、
商

工
業
者
の
経
営
支
援
や
観
光
振

興
に
結
び
付
け
る
観
点
か
ら
、

間
歇
泉
公
園
前
に
販
売
施
設
を

試
験
的
に
設
置
し
、
商
品
を
買

い
求
め
る
リ
ピ
ー
タ
ー
に
つ
い

て
の
調
査
等
を
関
係
団
体
に
委

託
し
、
町
内
の
情
報
発
信
や
物

産
品
等
の
販
売
促
進
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

　
次
に
、
観
光
振
興
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
内
の
豊
か
な
自
然
景
観
の

積
極
的
な
活
用
、
四
季
折
々
の

自
然
探
索
、
各
産
業
と
の
連
携

を
生
か
し
た
観
光
は
、
地
域
経

済
を
支
え
る
観
光
と
し
て
位
置

付
け
さ
れ
、
町
及
び
観
光
協
会

が
各
メ
デ
イ
ア
を
活
用
し
た
Ｐ

Ｒ
や
町
内
宿
泊
施
設
、
関
係
団

体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
集

客
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

景
気
の
低
迷
、
天
候
不
順
な
ど

に
よ
り
観
光
客
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
客
の
道
南
地
域

滞
在
を
目
指
し
、
渡
島
檜
山
管

内
の
自
治
体
、
観
光
協
会
、
商

工
会
及
び
民
間
観
光
関
連
機
関

等
が
加
盟
し
、
平
成
　
年
度
に

２２

　
次
に
、
中
小
企
業
及
び
商
工

業
の
振
興
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

　
当
町
の
商
工
業
は
、
基
幹
産

業
で
あ
り
ま
す
漁
業
の
水
揚
げ

が
地
域
経
済
に
左
右
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
市
場
価

格
の
低
迷
な
ど
漁
家
経
営
が
厳

し
い
状
況
が
依
然
と
し
て
続
い

て
お
り
、
基
幹
産
業
と
の
関
連

産
業
で
あ
る
水
産
加
工
業
に
あ

っ
て
も
、
価
格
の
下
落
な
ど
で

製
品
の
販
売
も
依
然
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
商
工
業
者
の
経
営
安
定
と
活

性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
の
指

導
団
体
で
あ
る
商
工
会
と
十
分

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
中
小
企

業
振
興
資
金
の
貸
付
け
と
経
営

資
金
に
対
す
る
利
子
補
給
の
助

成
や
購
買
力
向
上
の
た
め
、
商

店
街
活
性
化
対
策
事
業
の
継
続

や
商
工
会
発
行
の
プ
レ
ミ
ア
付

商
品
券
事
業
補
助
金
を
増
額
し

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
町
の
特

産
品
及
び
企
業
独
自
の
物
産
販

売
促
進
、
消
費
拡
大
事
業
及
び

観
光
Ｐ
Ｒ
等
の
活
動
に
対
し
て

支
援
を
行
う
「
鹿
部
商
工
業
等

活
性
化
支
援
対
策
事
業
」
も
増

額
し
、
商
工
業
者
の
経
営
安
定

に
寄
与
し
て
参
り
ま
す
。
更
に

り
ま
し
た
結
果
、
平
成
　
年
４

２３

月
か
ら
の
派
遣
が
決
定
し
、
行

政
と
民
間
観
光
関
連
機
関
等
が

一
体
と
な
っ
て
観
光
振
興
に
繋

げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
「
し
か
べ
海
と
温
泉
の

ま
つ
り
」
は
、
今
回
も
１
日
日

程
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
同

時
に
開
催
さ
れ
ま
す
鹿
部
温
泉

観
光
協
会
主
催
の
花
火
大
会
と

合
わ
せ
て
、
道
南
の
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
近
隣
の
市
や
町

に
も
定
着
し
て
お
り
、
今
回
は

　
回
目
の
節
目
と
な
る
こ
と
か

３０ら
、
ま
つ
り
・
花
火
も
温
泉
観

光
協
会
、
温
泉
旅
館
組
合
、
漁

協
、
商
工
会
な
ど
の
関
係
団
体

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
支
援
し

て
参
り
ま
す
。

「
み
な
み
北
海
道
観
光
推
進
協

議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
も
観
光
づ
く
り
や
観
光
客

の
受
入
環
境
整
備
の
取
組
等
の

支
援
を
受
け
な
が
ら
、
広
域
的

事
業
実
施
に
つ
き
ま
し
て
も
積

極
的
に
参
加
し
て
参
り
ま
す
。

　
町
内
に
お
け
る
、
観
光
ま
ち

づ
く
り
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
外
か
ら
訪
れ
る
人
々
が
魅
力

あ
る
と
感
ず
る
町
づ
く
り
を
目

指
し
、
地
域
の
様
々
な
発
想
と

意
見
を
収
集
し
、
観
光
の
町
づ

く
り
に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的

に
「
し
か
べ
観
光
懇
話
会
」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
懇
話
会
で
集
約
さ
れ
ま
す
ア

イ
デ
ィ
ア
や
意
見
を
大
い
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
私
の
公
約
で
も
あ
る

観
光
振
興
の
課
題
に
真
摯
に
取

り
組
む
た
め
、
北
海
道
に
専
任

職
員
の
派
遣
要
請
を
行
っ
て
参

観
　
光
　
振
　
興

中
小
企
業
・
商
工
業
振
興

しかべ海と温泉のまつしかべ海と温泉のまつりり

しかべ間歇泉公しかべ間歇泉公園園
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次
に
、
林
業
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
と
お
り
、
林
産
業

を
取
り
巻
く
状
況
は
、
木
材
価

格
が
長
期
に
わ
た
り
低
迷
し
、

森
林
所
有
者
の
造
林
・
保
育
事

業
等
に
要
す
る
経
費
は
増
加
し

て
お
り
、
林
業
の
採
算
性
が
悪

化
し
林
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
森
林
の
役
割
は
、
土
砂
の
流

出
や
洪
水
災
害
か
ら
の
防
止
や
、

水
や
空
気
を
育
み
、
二
酸
化
炭

素
の
吸
収
、
温
暖
化
防
止
、
更

に
海
洋
資
源
の
保
護
と
培
養
に

つ
な
が
る
資
源
と
し
て
基
幹
産

業
で
あ
る
漁
業
の
発
展
に
重
要

な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
に
お
き
ま
し
て
、

２２

民
間
企
業
の
補
助
を
頂
き
、
鹿

部
川
沿
い
に
漁
協
女
性
部
と
漁

業
関
係
者
に
よ
る
ミ
ズ
ナ
ラ
２

０
０
本
の
植
樹
、
ふ
る
さ
と
の

森
内
に
小
・
中
学
生
に
よ
り
ミ

ズ
ナ
ラ
６
０
０
本
を
学
校
林
整

備
と
し
て
植
樹
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ニ
ト
リ
桜
の
苗
木
を

山
村
広
場
の
河
川
堤
防
沿
に
　４０

本
を
植
樹
い
た
し
ま
し
た
。

切
で
あ
り
ま
す
。

　
地
域
福
祉
に
お
け
る
活
動
や

生
活
相
談
、
要
望
な
ど
に
応
え

る
た
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
民

生
児
童
委
員
、
町
内
会
福
祉
部

長
連
絡
協
議
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
地
域

ぐ
る
み
に
よ
る
福
祉
活
動
の
推

進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
で
は
、
身
体

障
が
い
者
、
知
的
障
が
い
者
及

び
精
神
障
が
い
者
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
、「
障
害
者

自
立
支
援
法
」
に
基
づ
い
て
提

供
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

法
律
に
基
づ
き
策
定
し
た
「
鹿

部
町
障
害
者
福
祉
計
画
」
も
平

成
　
年
度
か
ら
第
２
期
目
が
ス

２１
タ
ー
ト
し
、
地
域
生
活
移
行
・

就
労
支
援
な
ど
適
切
な
利
用
を

支
え
る
相
談
支
援
体
制
や
地
域

生
活
支
援
事
業
の
充
実
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
通
称
・
ぽ
っ
ぽ
」
も
５

年
目
を
迎
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
の
強
力
な
支
援
を
受

け
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
も
、
更
な
る
活

２３

動
の
支
援
を
図
る
た
め
、
間
歇

泉
公
園
施
設
内
で
の
コ
ー
ヒ
ー

シ
ョ
ッ
プ
を
充
実
し
、
就
労
支

援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、
障
が
い
者
に
対
す

る
町
の
独
自
事
業
の
地
域
生
活

　
平
成
　
年
度
に
お
き
ま
し
て

２３

は
、
ふ
る
さ
と
の
森
内
の
学
校

林
整
備
と
し
て
桑
の
木
、
栗
の

木
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
内
に
ナ

ナ
カ
マ
ド
の
植
樹
を
継
続
事
業

と
し
て
実
施
で
き
る
よ
う
補
助

要
望
し
て
参
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
造
林
、
間
伐
、

下
刈
り
等
の
保
育
事
業
１
２
３
．

　
佐
と
保
育
事
業
の
実
施
に
あ

６６た
り
、
作
業
道
等
の
補
修
も
必

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
順

次
、
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
、
福
祉
関
係
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
地
域
福
祉
と
障

が
い
者
福
祉
で
す
が
、
身
近
な

人
々
が
見
守
り
、
支
え
合
う
心

を
持
ち
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら

し
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
大

も
年
々
増
加
し
て
い
る
中
、
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、

生
活
上
の
課
題
を
総
合
的
に
支

え
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
が
大

切
で
あ
り
ま
す
。

　
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
鹿

部
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」

に
基
づ
き
高
齢
者
の
生
き
が
い

対
策
、
在
宅
支
援
、
介
護
予
防

な
ど
の
高
齢
者
施
策
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
本
年
度
も

「
自
立
高
齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
」
と
し
て
、
家
に
閉
じ
こ

も
り
が
ち
な
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
、
介
護
保
険
の
対
象

と
な
ら
な
い
比
較
的
元
気
な
高

齢
者
に
対
し
、
老
人
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
入

浴
、
給
食
の
サ
ー
ビ
ス
や
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
機
能
訓
練
、
生
活

指
導
等
を
実
施
し
て
高
齢
者
の

支
援
事
業
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
、
移
動
支
援
、

更
に
は
障
が
い
児
の
一
時
預
か

り
支
援
等
を
継
続
し
て
実
施
し

て
参
り
ま
す
。

　
次
に
、
児
童
福
祉
と
母
子
福

祉
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
女
性
の
社
会
進
出
や
核
家
族

化
の
進
行
は
、
子
ど
も
や
家
庭

の
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
生

ん
で
保
育
の
需
要
を
高
め
て
お

り
、
子
ど
も
を
健
や
か
に
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　
子
育
て
で
は
、
教
育
委
員
会

と
連
携
し
、
し
か
べ
幼
稚
園
に

お
い
て
預
か
り
保
育
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
当
町
の

地
域
事
情
と
行
政
効
率
と
利
用

者
か
ら
の
視
点
等
に
つ
い
て
検

討
し
た
結
果
、
現
在
の
幼
稚
園

の
中
に
取
り
組
ん
で
実
施
す
る

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
総
合

的
に
判
断
し
た
も
の
で
す
。
今

後
も
、
共
働
き
家
庭
や
母
子
及

び
父
子
家
庭
の
子
育
て
支
援
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
家
庭
を
支
援

す
る
た
め
、
乳
幼
児
、
小
学
生
、

中
学
生
の
医
療
費
無
料
化
を
継

続
し
て
参
り
ま
す
。

　
続
い
て
高
齢
者
福
祉
で
す
が
、

急
速
な
高
齢
化
が
進
む
と
と
も

に
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

林
　
業
　
振
　
興

福

祉

の

充

実
植樹事業（ニトリ桜植樹事業（ニトリ桜））

鹿部町敬老鹿部町敬老会会
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自
立
の
維
持
等
に
つ
い
て
促
進

す
る
と
と
も
に
、　

歳
以
上
の

６５

ひ
と
り
暮
ら
し
で
要
援
護
状
態

の
高
齢
者
の
方
を
対
象
に
安

心
・
安
全
を
考
え
「
自
立
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
の

ほ
か
、「
緊
急
電
話
の
設
置
」
と

合
わ
せ
て
急
病
・
事
故
等
の
緊

急
事
態
の
対
応
と
し
て
、
本
人

の
医
療
（
治
療
）
情
報
や
緊
急

連
絡
先
等
を
記
入
し
た
救
急

カ
ー
ド
を
自
宅
に
保
管
す
る
こ

と
に
よ
り
、
消
防
署
の
救
急
搬

送
の
際
、
関
係
機
関
が
迅
速
な

対
応
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
救
急
カ
ー
ド
の
利
用
」
な

ど
を
継
続
し
て
実
施
い
た
し
ま

す
。
　
ま
た
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢

者
の
皆
様
を
福
祉
、
介
護
、
健

康
、
保
健
、
医
療
な
ど
様
々
な

面
か
ら
総
合
的
に
支
え
る
機
関

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

も
開
設
以
来
４
年
余
り
を
経
過

し
、
利
用
者
も
多
く
な
っ
て
参

り
ま
し
た
の
で
、
今
後
も
支
援

体
制
を
強
化
し
な
が
ら
関
係
機

関
と
連
携
を
密
に
し
、
よ
り
良

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　
次
に
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
事
業
の
運
営
に
つ
い

て
で
す
が
、
平
成
　
年
度
か
ら

２３

安
定
的
な
継
続
運
営
を
図
る
た

続
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
妊

婦
健
診
の
重
要
性
と
必
要
性
が

一
層
高
ま
っ
て
お
り
、
健
康
管

理
の
充
実
を
図
る
た
め
、
安
心

し
て
妊
娠
・
出
産
が
で
き
る
一

般
健
診
の
ほ
か
超
音
波
健
診
等

の
助
成
と
受
診
の
奨
励
を
継
続

し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
集
団
予
防
接
種
や
赤

ち
ゃ
ん
健
診
、
訪
問
指
導
等
も

継
続
し
て
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

検
診
事
業
に
つ
い
て
は
、「
高

齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
、
各
医
療
保

険
者
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
生
活
習
慣

病
を
改
善
す
る
た
め
に
、
国
保

の
被
保
険
者
を
基
本
に
し
た
、

特
定
健
康
診
査
、
特
定
保
健
指

導
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

さ
ら
に
受
診
率
の
向
上
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

　
感
染
症
の
予
防
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
を
始
め
、　

代
、　

１０

２０

代
の
麻
し
ん
流
行
と
妊
婦
の
風

し
ん
罹
患
に
よ
る
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
の
発
病
を
防
止
す
る

た
め
、
中
学
１
年
生
と
高
校
３

年
生
に
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防

接
種
を
継
続
し
て
実
施
い
た
し

ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
度
か
ら
始

２２

ま
り
ま
し
た
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

め
に
、
同
施
設
を
渡
島
福
祉
会

へ
譲
与
し
運
営
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
、
福
祉
施
策
を
申
し
述

べ
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
の
福

祉
施
策
諸
々
に
つ
い
て
も
停
滞

す
る
こ
と
な
く
社
会
福
祉
協
議

会
及
び
渡
島
福
祉
会
等
の
関
係

事
業
実
施
機
関
と
十
分
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
次
に
、
保
健
・
予
防
関
係
で

あ
り
ま
す
。

　
保
健
予
防
に
つ
い
て
は
、
心

身
と
も
に
健
康
で
あ
り
続
け
る

こ
と
は
町
民
の
願
い
で
あ
り
社

会
の
活
力
の
基
盤
と
な
り
人
生

を
左
右
す
る
力
と
な
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
健
康
の
維
持
に
は
、

自
ら
が
健
康
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
と
い
う
意
識
と
自
覚
を
深

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
各

種
検
診
や
、
食
生
活
の
重
要
性

の
認
識
の
た
め
の
指
導
及
び
学

習
会
、
更
に
は
町
民
個
々
へ
の

健
康
相
談
な
ど
に
つ
い
て
対
応

強
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
１
人
当
た
り
の

虫
歯
が
多
い
こ
と
か
ら
、
予
防

と
し
て
昨
年
度
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
小
学
生
を
対
象
と
し
た
、

フ
ッ
素
を
使
用
し
、
う
が
い
を

す
る
「
フ
ッ
化
物
洗
口
」
を
継

の
健
康
保
持
の
高
ま
り
と
し
て

受
け
止
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
年
度
も
１

３
０
名
の
定
員
で
実
施
し
て
参

り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
意
識
と
実
践
は
、
何
も

の
に
も
勝
る
健
康
維
持
の
方
法

で
、
且
つ
、
基
本
で
あ
る
と
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
各
種
保

健
事
業
を
充
実
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
、
生
活
環
境
で
あ
り
ま

す
。
　
豊
か
な
自
然
を
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
は
、
町
民
一
人

ひ
と
り
が
使
い
捨
て
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
見
直
し
、
物
を
大
切

に
し
、「
便
利
・
快
適
」
よ
り

も
「
安
全
・
健
康
を
求
め
る
心
」

を
育
て
、
実
践
で
き
る
社
会
形

成
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
大
量
生
産
・
大
量
消
費
型
社

会
か
ら
、
環
境
へ
の
負
荷
を
減

ら
す
た
め
に
「
ゴ
ミ
を
持
ち
込

ま
せ
な
い
・
ゴ
ミ
に
な
る
も
の

は
買
わ
な
い
・
使
わ
な
い
・
貰

わ
な
い
」
そ
し
て
、「
ゴ
ミ
を
出

さ
な
い
・
繰
り
返
し
使
用
す
る
」

循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
指
し
、

平
成
　
年
度
に
策
定
し
た
鹿
部

２１

チ
ン
の
接
種
対
象
を
中
学
１
年

か
ら
３
年
生
ま
で
拡
大
し
無
料

で
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
乳
幼
児
を
対
象
と

し
た
「
乳
幼
児
髄
膜
炎
予
防
」

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
も
無
料
で
実

施
す
る
予
算
編
成
と
し
ま
し
た

が
、
３
月
２
日
に
接
種
し
た
乳

幼
児
が
死
亡
す
る
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

厚
生
労
働
省
か
ら
当
分
の
間
、

接
種
を
一
時
見
合
わ
せ
る
通
知

が
３
月
４
日
に
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
今
後
も
保
健
所
等

の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
慎
重
に

対
応
し
て
参
り
ま
す
。

　
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
検
診
に
加
え
、
節
目
年
齢

を
対
象
に
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん

検
診
が
無
料
で
受
け
ら
れ
る

「
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
」
を

継
続
し
、
早
期
発
見
を
図
り
ま

す
。
　
脳
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
近

年
、
町
民
の
間
で
脳
疾
患
対
策

の
関
心
が
急
速
に
高
ま
り
自
ら

保
健
・
医
療
の
充
実

環

境

衛

生

対

策
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町
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理

基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
「
生
ゴ
ミ
減
容
化

容
器
」
の
購
入
助
成
の
実
施
や
、

「
生
ゴ
ミ
水
切
り
ダ
イ
エ
ッ

ト
」
運
動
等
、
ゴ
ミ
の
排
出
抑

制
の
推
進
と
啓
発
運
動
に
取
り

組
む
ほ
か
、
北
海
道
グ
リ
ー
ン

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
を
活
用

し
て
、
不
法
投
棄
・
散
乱
ゴ
ミ

の
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
不
法
投
棄
現
場

等
の
把
握
を
行
い
、「
ゴ
ミ
の

な
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
た

不
法
投
棄
ゴ
ミ
の
回
収
及
び
、

不
法
投
棄
の
抑
制
を
図
る
啓
発

を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い
な
町
づ

く
り
は
、
町
民
の
モ
ラ
ル
意
識

の
高
揚
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

平
成
　
年
度
は
、
町
内
会
を
は

２３

じ
め
町
内
各
種
団
体
、
更
に
は

町
内
企
業
等
の
協
力
を
得
な
が

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
気
を
緩
め
ず
交
通
安
全
啓
発

運
動
を
、
地
域
住
民
の
方
々
と

連
携
を
図
り
、
交
通
事
故
の
な

い
安
全
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
特
に

交
通
安
全
は
、
啓
発
運
動
が
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
　２３

年
度
も
町
内
の
主
要
道
路
沿
い

に
お
い
て
、
町
内
会
交
通
安
全

部
長
連
絡
協
議
会
や
交
通
安
全

推
進
委
員
会
、
交
通
安
全
指
導

委
員
会
、
更
に
は
各
事
業
所
な

ど
の
協
力
を
得
て
、「
交
通
安

全
旗
の
波
運
動
」
な
ど
の
街
頭

啓
発
運
動
を
実
施
し
て
参
り
ま

す
。

　
防
犯
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安

全
で
安
心
し
て
平
穏
な
社
会
生

活
が
で
き
る
こ
と
が
基
本
で
あ

り
ま
す
が
、
悪
化
す
る
雇
用
情

勢
に
よ
り
、
職
が
失
わ
れ
凶
悪

な
犯
罪
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

ら
、
海
岸
に
漂
着
し
た
ゴ
ミ
や
、

不
法
投
棄
ゴ
ミ
の
清
掃
回
収
活

動
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
度
か
ら
供

１２

用
開
始
し
て
い
る
現
在
の
最
終

処
分
場
に
つ
い
て
は
、
平
成
　２１

年
度
末
ま
で
の
利
用
期
間
と
し

て
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
促
進
、
広
域
連
合
の

稼
働
な
ど
に
よ
り
延
命
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
　２５

年
度
で
埋
立
地
が
満
杯
と
な
る

予
想
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

第
２
期
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
の
、
平
成
　
年
度
供
用
開
始

２６

に
向
け
て
、
平
成
　
年
度
は
基

２３

本
設
計
等
に
着
手
し
て
参
り
ま

す
。

　
次
に
、
交
通
安
全
・
防
犯
・

消
費
者
保
護
対
策
で
あ
り
ま
す
。

平
成
　
年
中
に
お
け
る
北
海
道

２２

の
交
通
事
故
死
亡
者
数
は
２
１

５
名
で
、
６
年
ぶ
り
に
全
国

ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
に
な
り
、
依
然

と
し
て
交
通
事
故
は
多
発
し
て

お
り
ま
す
。

　
幸
い
に
、
当
町
の
死
亡
事
故

ゼ
ロ
の
日
が
８
年
目
に
入
り
、

本
年
２
月
末
現
在
で
、
２
，
６

０
２
日
と
継
続
し
て
お
り
ま
す

が
、
一
歩
間
違
え
る
と
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
る
事
故
も
発
生

　
国
の
政
策
に
よ
る
公
共
事
業

費
の
抑
制
等
に
よ
り
、
公
共
事

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
極
め
て

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
　
当
町
も
例
外
で
は
な
く
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
町
民
が

安
全
で
安
心
し
た
生
活
環
境
で

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、

無
駄
の
な
い
効
果
の
あ
が
る
事

業
を
計
画
的
に
推
進
し
て
参
り

ま
す
。

　
国
道
２
７
８
号
「
鹿
部
バ
イ

パ
ス
」
整
備
計
画
は
、
函
館
開

発
建
設
部
の
ご
尽
力
に
よ
り
鋭

意
取
り
組
ん
で
頂
い
て
お
り
、

平
成
　
年
度
は
用
地
処
理
を
重

２２

点
的
に
行
い
、
全
体
延
長
の
　９２

％
の
用
地
処
理
を
終
え
て
い
る

と
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
平
成
　
年
中
の
出
来
る

２５

だ
け
早
い
時
期
の
供
用
開
始
を

目
指
し
、
平
成
　
年
度
の
工
事

２３

計
画
は
鹿
部
地
区
の
亀
泊
川
の

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
、
鹿
部

川
の
橋
梁
下
部
工
事
、
道
々
大

沼
公
園
鹿
部
線
を
横
断
し
て
流

れ
て
い
る
河
川
の
橋
梁
工
事
と

道
路
改
良
工
事
、
延
長
１
，
４

０
０
メ
ー
ト
ル
と
、
用
地
処
理

を
終
え
た
箇
所
か
ら
順
次
工
事

着
手
す
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

鹿
部
バ
イ
パ
ス
は
今
後
の
町
づ

く
り
や
駒
ケ
岳
噴
火
に
お
け
る

　
日
頃
の
啓
発
運
動
や
地
域
と

の
連
携
を
図
り
、「
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
関
係

機
関
や
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
協
力

を
頂
き
な
が
ら
、
防
犯
運
動
を

展
開
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
に
対
す
る

不
審
者
対
策
も
重
要
な
課
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
下
校
時
の
見

守
り
や
監
視
運
動
に
つ
い
て
も
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
地
域
の
協
力
を

得
な
が
ら
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
、
消
費
者
対
策
で
あ
り

ま
す
。
地
域
の
消
費
者
支
援
や

啓
発
活
動
を
行
う
北
海
道
の

「
消
費
者
行
政
活
性
化
事
業
」

の
採
択
を
受
け
て
、
昨
年
度
よ

り
実
施
し
て
い
る
多
重
債
務
者

の
救
済
や
、
振
り
込
め
詐
欺
の

防
止
な
ど
違
法
行
為
を
未
然
防

止
す
る
た
め
、
弁
護
士
等
に
よ

る
相
談
窓
口
の
開
設
を
含
め
、

関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら

消
費
者
対
策
を
講
じ
て
参
り
ま

す
。

　
次
に
、
土
木
・
建
築
関
係
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

土
木
建
築
関
係

交
通
安
全
対
策

生ゴミ水切り生ゴミ水切り器器

交通安全旗の波運交通安全旗の波運動動

消

費

者

対

策
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防
災
対
策
上
重
要
な
道
路
整
備

で
あ
り
ま
す
の
で
、
早
期
供
用

開
始
に
向
け
関
係
機
関
に
対
し

て
引
き
続
き
要
望
活
動
を
展
開

し
て
参
り
ま
す
。

　
町
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
道
宮
浜
８
号
線
の
舗
装

オ
ー
バ
ー
レ
イ
工
事
及
び
町
道

水
源
地
道
路
線
の
改
良
舗
装
工

事
と
町
道
宮
浜
海
岸
線
に
つ
い

て
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
年
次

２３

計
画
に
よ
り
改
良
舗
装
工
事
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
の
道
路
網
整
備

に
つ
い
て
は
、
鹿
部
バ
イ
パ
ス

に
ア
ク
セ
ス
す
る
取
付
道
路
等
、

町
民
が
利
用
し
や
す
く
観
光
や

産
業
・
物
流
を
考
慮
し
た
町
道

整
備
計
画
を
作
成
し
、
計
画
的

に
整
備
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
、
町
営
住
宅
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
入
居
希
望
者

が
多
数
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
、

今
後
の
方
針
を
樹
立
す
る
た
め

の
計
画
「
鹿
部
町
公
営
住
宅
長

寿
命
化
計
画
」
を
策
定
し
、
将

来
の
町
営
住
宅
の
在
り
方
に
つ

い
て
方
向
性
を
明
確
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
平
成
　２３

年
度
予
算
で
は
、
鹿
部
町
住
生

活
基
本
計
画
策
定
事
業
と
大
岩

団
地
の
外
壁
及
び
屋
根
の
改
修

工
事
と
、
は
ま
な
す
団
地
外
壁

等
の
改
修
工
事
を
平
成
　
年
度

２２

繰
越
事
業
と
併
せ
て
実
施
し
て

土
・
日
と
祝
日
の
み
で
し
た
が
、

昨
年
の
登
山
者
数
は
、
約
７
，

８
９
１
名
に
達
し
て
お
り
ま
す

こ
と
か
ら
、
今
季
も
期
間
を
定

め
て
の
登
山
が
可
能
と
な
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
砂
防
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
駒
ケ
岳
か
ら
の
土
石

流
・
泥
流
対
策
事
業
と
し
て
、

鹿
部
押
出
沢
川
及
び
尻
無
川
上

流
の
国
有
林
に
森
林
管
理
局
で

砂
防
ダ
ム
や
床
固
工
を
継
続
し

て
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　
駒
ケ
岳
演
習
場
内
に
障
害
防

止
事
業
と
し
て
整
備
し
て
参
り

ま
し
た
砂
防
ダ
ム
や
床
固
工
の

設
置
工
事
は
第
１
期
工
事
と
し

て
平
成
　
年
度
を
も
っ
て
完
了

２２

い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
町
民
が
不
安
を
軽

減
で
き
る
防
災
対
策
に
つ
い
て

下
流
域
を
含
め
引
き
続
き
各
関

係
機
関
と
協
議
を
重
ね
て
参
り

ま
す
。

　
次
に
、
火
山
防
災
教
育
の
実

施
で
あ
り
ま
す
。
平
成
　
年
度

１８

か
ら
小
学
校
５
、
６
年
生
を
対

象
に
「
駒
ヶ
岳
」
を
題
材
と
し

た
火
山
防
災
教
育
を
継
続
し
て

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
内
容
と
し
て
は
、
火
山
噴
火

の
歴
史
等
を
火
山
専
門
家
の
講

義
等
を
通
じ
て
学
習
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
平
成
　
年
度
も
、

２３

児
童
が
火
山
災
害
の
歴
史
や
災

参
り
ま
す
。

　
次
に
、
防
災
対
策
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　
駒
ヶ
岳
の
す
そ
野
に
広
が
る

当
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
駒
ヶ

岳
火
山
噴
火
対
策
が
防
災
対
策

の
中
心
と
な
り
ま
す
。

　
駒
ヶ
岳
は
、
こ
こ
数
年
、
火

山
性
微
動
も
な
く
静
穏
に
推
移

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
関

係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、

防
災
対
策
に
万
全
を
期
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
駒
ヶ
岳
は
、
昨
年
６
月
、
約

　
年
ぶ
り
に
登
山
規
制
が
解
禁

１２さ
れ
、
標
高
約
９
０
０
メ
ー
ト

ル
の
「
馬
ノ
背
」
地
点
ま
で
の

登
山
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
登
山
が
で
き
る
期
間
は
、
６

月
　
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
の

１９

１０

３１

り
、
よ
り
一
層
、
職
員
・
団
員

の
資
質
向
上
と
地
域
に
根
ざ
し

た
消
防
活
動
の
強
化
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

　
次
に
、
教
育
行
政
に
つ
き
ま

し
て
は
、
教
育
委
員
会
の
所
管

で
あ
り
ま
す
が
、
簡
略
に
申
し

上
げ
ま
す
。

　
い
ま
、
教
育
に
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
子
ど
も
が
健
や
か

に
育
ち
、
変
化
の
著
し
い
時
代

に
あ
っ
て
も
夢
や
希
望
を
持
ち
、

未
来
を
切
り
拓
き
、
次
代
を
生

き
る
力
を
育
ん
で
い
く
力
を
身

に
つ
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
中
心
と
な
る
学
校
、
子

育
て
の
基
盤
と
な
る
家
庭
、
人

間
性
や
社
会
性
を
涵
養
す
る
場

害
の
怖
さ
を
学
べ
る
大
変
有
意

義
な
学
習
の
場
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
と
し
て
も
講
師
の
派
遣

等
を
含
め
、
全
面
的
に
協
力
し

て
参
り
ま
す
。

　
次
に
、
地
域
の
安
全
を
確
保

す
る
消
防
体
制
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　
消
防
は
、
地
域
の
要
請
に
応

え
て
火
災
防
御
を
始
め
と
す
る

予
防
、
救
急
、
救
助
等
の
対
応
、

住
民
の
安
全
確
保
と
災
害
に
よ

る
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

地
域
に
密
着
し
た
防
災
機
関
と

し
て
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
業
務
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
対
処
し
、
消
防
体

制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
平
成

　
年
度
も
定
年
退
職
者
に
対
す

２３る
事
前
採
用
と
し
て
２
名
の
消

防
吏
員
を
採
用
し
、
１
名
は
救

急
需
要
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
救
急
救
命
士
の
増
強
と
救

急
医
学
の
進
歩
に
併
せ
て
、
北

海
道
消
防
学
校
及
び
市
立
函
館

病
院
救
命
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す

る
研
修
教
育
に
参
加
さ
せ
、
救

命
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
活
動
を
重
視
し

た
消
防
用
資
機
材
の
整
備
を
図

防
　
災
　
対
　
策

消
防
救
急
体
制
充
実

教
　
　
　
　
育

消防署・消防団合同訓消防署・消防団合同訓練練

駒ヶ岳登山開駒ヶ岳登山開山山
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と
な
る
地
域
が
、
互
い
に
連
携

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
し
っ

か
り
果
た
し
、
明
る
い
未
来
を

創
造
す
る
生
涯
学
習
社
会
の
実

現
に
向
け
、
互
い
に
支
え
合
っ

て
い
る
こ
と
を
自
覚
す
る
と
と

も
に
、
よ
り
よ
い
社
会
を
築
い

て
い
く
意
欲
を
育
み
、
社
会
で

自
立
し
生
き
生
き
と
活
動
す
る

力
を
培
う
こ
と
が
大
切
で
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
下

で
生
き
生
き
と
学
び
、
心
豊
か

に
、
健
や
か
に
活
動
で
き
る
よ

う
、
充
実
し
た
教
育
環
境
づ
く

り
の
推
進
を
は
じ
め
、
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
の
各
層
の
町
民

に
対
し
て
講
座
、
研
修
等
に
つ

い
て
、
平
成
　
年
度
予
算
に
反

２３

映
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
　
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、

に
は
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
ー
・
プ
ー

ル
な
ど
が
あ
り
、
町
民
一
人
ひ

と
り
が
い
つ
で
も
学
習
や
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
、
よ
り
一
層
の
管
理
運
営

の
向
上
を
図
り
、
町
民
の
サ
ー

ビ
ス
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
特
に
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
ー
・

プ
ー
ル
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
町
民
の
健
康
づ
く
り
拠
点

施
設
と
し
て
平
成
２
年
よ
り
運

営
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
建
設

後
　
年
を
経
過
し
老
朽
化
が
進

２０
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
プ
ー
ル

の
水
槽
改
修
及
び
温
泉
水
等
の

自
動
制
御
機
器
の
更
新
工
事
を

実
施
し
、
更
な
る
維
持
管
理
の

向
上
と
円
滑
な
運
営
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　
次
に
、
教
育
関
係
施
設
の
整

備
関
係
で
は
、
学
び
の
場
で
あ

る
学
校
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
、
よ
り
良
い
環
境
の
も
と
、

安
全
で
の
び
の
び
と
教
育
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、
幼

稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
施

設
環
境
整
備
を
計
画
的
に
進
め

て
参
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
各
世

代
に
わ
た
る
生
涯
学
習
社
会
実

現
の
た
め
教
育
委
員
会
と
十
分

連
携
を
図
り
、
教
育
行
政
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

教
育
長
よ
り
申
し
上
げ
ま
す
が
、

私
か
ら
特
に
申
し
上
げ
た
い
こ

と
と
し
て
、
平
成
　
年
４
月
か

２２

ら
小
学
生
を
対
象
に
し
た
「
学

童
保
育
事
業
」
を
試
行
的
に
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業

は
、
近
年
、
保
護
者
の
共
稼
ぎ

な
ど
留
守
家
庭
の
増
加
か
ら
、

放
課
後
や
休
日
に
お
い
て
留
守

家
庭
児
童
に
適
切
な
遊
び
や
生

活
の
場
を
与
え
、
児
童
の
健
全

な
育
成
を
図
り
、
児
童
福
祉
を

推
進
す
る
上
で
極
め
て
重
要
で

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
私
の
公
約
で

掲
げ
て
お
り
ま
す
「
子
ど
も
の

安
心
・
安
全
」
政
策
の
一
つ
で

あ
り
、
昨
今
の
社
会
情
勢
の
現

状
と
子
育
て
支
援
対
策
の
面
で

必
要
不
可
欠
な
事
業
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
　
年
度
も

２３

実
施
場
所
を
鹿
部
中
央
公
民
館

と
し
て
試
行
事
業
を
継
続
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
、
町
民
が
豊
か
で
健
康

な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
生

涯
に
わ
た
り
学
習
機
会
を
自
由

に
選
択
し
て
学
び
、
そ
の
成
果

を
生
か
す
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま

す
。
　
こ
れ
ら
を
推
進
す
る
上
で
拠

点
施
設
と
な
る
、
中
央
公
民
館
、

総
合
体
育
館
、
山
村
広
場
、
更

に
よ
り
医
療
費
の
抑
制
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

国
保
会
計
は
相
互
扶
助
と
い
う

根
幹
理
念
の
下
に
結
集
し
、
加

入
者
が
等
し
く
安
定
し
た
恩
恵

に
浴
し
て
健
全
運
営
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、

滞
納
さ
れ
て
い
る
加
入
者
に
は

厳
し
い
事
情
も
察
し
ま
す
が
、

解
消
に
向
け
て
特
段
の
配
慮
を

お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
次
に
、
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

高
齢
者
の
介
護
を
全
体
で
支
え

よ
う
と
し
て
、
平
成
　
年
度
に

１２

ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
は
　１０

年
を
経
過
し
ま
し
た
。

　
国
は
介
護
保
険
事
業
を
含
む

高
齢
者
に
関
わ
る
施
策
を
総
合

的
、
且
つ
、
計
画
的
に
推
進
す

る
た
め
３
年
毎
に
見
直
し
を
図

っ
て
お
り
ま
し
て
、
平
成
　
年
２３

度
は
第
４
期
の
最
終
年
度
と
な

り
ま
す
。
本
年
度
は
「
鹿
部
町

介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
見
直

し
を
行
い
、
引
き
続
き
高
齢
者

の
生
き
が
い
対
策
、
在
宅
支
援
、

介
護
予
防
な
ど
の
高
齢
者
施
策

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
超

　
次
に
、
国
民
健
康
保
険
事
業

勘
定
特
別
会
計
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
平
成
　
年
２２

　
月
末
現
在
の
加
入
状
況
は
、

１２世
帯
数
１
，
０
０
２
世
帯
、
被

保
険
者
数
２
，
４
４
８
人
で
あ

り
、
町
の
人
口
の
　
．
７
％
を

５３

占
め
て
お
り
ま
す
。

　
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
た
収
納
率
の
改
善
に
つ
い

て
は
、
平
成
　
年
度
に
お
い
て

２０

　
．
６
％
、
平
成
　
年
度
に
お

９４

２１

い
て
は
、　

．
６
％
と
調
整
交

９３

付
金
の
基
準
収
納
率
の
　
％
を

９３

確
保
し
、
交
付
金
の
減
額
を
免

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
　
年
２２

度
の
医
療
費
の
状
況
を
見
ま
す

と
、
高
額
な
医
療
費
を
要
す
る

重
篤
患
者
数
の
発
生
増
に
よ
り
、

大
幅
な
伸
び
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
現
時
点
で
の
決
算
見

込
み
は
厳
し
い
も
の
と
推
計
し

て
お
り
ま
す
。

　
保
健
事
業
で
は
、
従
来
か
ら

実
施
し
て
お
り
ま
す
人
間
ド
ッ

ク
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
助
成
事
業
の
継
続
、
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
の
受
診
率

及
び
実
施
率
の
向
上
に
努
め
、

病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

学童保育事業（クリスマス会学童保育事業（クリスマス会））
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高
齢
社
会
の
到
来
に
向
け
、
支

援
が
必
要
と
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
高
齢
者
を
早
期
に
把
握
し
、

機
能
低
下
の
予
防
ま
た
は
維
持

を
図
る
な
ど
、
高
齢
者
自
身
が

自
立
し
て
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
介
護
保

険
事
業
を
円
滑
に
推
進
す
る
機

関
と
し
て
の
「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
と
し
た
、

相
談
事
業
を
始
め
地
域
支
援
事

業
と
し
て
、
体
力
向
上
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
事
業
・
口
腔
機
能
向
上

事
業
・
介
護
予
防
教
室
・
管
理

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
改
善
教
室

等
の
介
護
予
防
事
業
を
実
施
し

て
参
り
ま
す
。

　
次
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。
　
本
会
計
は
、
高
齢
者
の
保
険

料
と
支
え
手
で
あ
る
現
役
世
代

の
負
担
の
明
確
化
、
公
平
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
独

立
し
た
医
療
制
度
と
し
て
平
成

　
年
度
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

２０　
本
制
度
は
、　

歳
以
上
の
高

７５

齢
者
を
対
象
と
し
、「
北
海
道

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」

が
保
険
事
業
を
運
営
し
、
市
町

を
図
る
う
え
で
重
要
で
あ
り
ま

す
の
で
、
水
資
源
の
的
確
な
維

持
管
理
と
合
理
的
な
水
利
用
を

推
進
し
水
質
管
理
体
制
の
一
層

の
強
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
で
は
、
老
朽
化

２３

し
た
鹿
部
川
橋
側
面
に
設
置
さ

れ
て
お
り
ま
す
配
水
管
を
平
成

　
年
度
国
の
補
正
予
算
を
充
当

２２し
て
改
修
工
事
を
実
施
し
て
参

り
ま
す
。

　
ま
た
、
鹿
部
バ
イ
パ
ス
整
備

事
業
に
伴
い
「
い
こ
い
の
湯
」

附
近
の
町
道
水
源
地
道
路
線
に

平
行
し
て
埋
設
さ
れ
て
お
り
ま

す
配
水
管
（
本
管
２
本
）
の
移

設
工
事
等
を
実
施
し
て
参
り
ま

す
。
　
更
に
は
、
残
り
の
区
間
に
つ

き
ま
し
て
は
、
鹿
部
バ
イ
パ
ス

整
備
事
業
と
の
整
合
性
を
図
り

な
が
ら
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
度
は
、
配

２３

水
管
の
漏
水
調
査
を
実
施
し
、

水
道
事
業
会
計
の
健
全
な
運
営

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

村
が
窓
口
業
務
や
保
険
料
徴
収

業
務
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
も

平
成
　
年
度
に
は
廃
止
と
な
り
、

２４

平
成
　
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
に

２５

代
わ
る
制
度
が
発
足
す
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
在

も
新
制
度
の
詳
細
は
不
明
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
趣
旨
普
及
を
行
い
、
制

度
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
に
係
る
医
療

保
険
制
度
は
、
国
及
び
道
レ
ベ

ル
で
の
政
策
決
定
下
に
あ
り
ま

す
が
、
該
当
者
の
健
康
維
持
は

町
で
行
う
各
種
検
診
や
健
康
指

導
の
徹
底
を
図
り
、
高
齢
者
医

療
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
く
た

め
に
も
、
従
来
ど
お
り
積
極
的

に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
、
水
道
事
業
会
計
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
水
道
事
業
の
使
命
は
、
安
全

で
信
頼
さ
れ
る
お
い
し
い
水
を

住
民
に
安
定
供
給
す
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　
水
は
、
生
活
及
び
産
業
を
支

え
る
重
要
な
資
源
で
あ
り
、
長

期
的
、
安
定
的
な
確
保
が
豊
か

な
生
活
の
実
現
と
産
業
の
発
展

し
た
予
算
総
額
は
、
下
表
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
各
会
計
に
最
も
重

要
な
歳
入
の
確
保
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。

　
町
税
は
貴
重
な
自
主
財
源
で

あ
り
、
健
全
な
財
政
運
営
を
推

進
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
経
済
環
境

の
変
化
や
長
引
く
景
気
の
低
迷

に
よ
る
雇
用
不
安
で
課
税
所
得

が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
更

に
当
町
に
お
い
て
は
、
前
浜
の

水
揚
げ
状
況
に
大
き
く
左
右
さ

れ
る
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

町
税
の
安
定
し
た
収
納
率
を
維

持
し
、
さ
ら
な
る
収
納
率
向
上

を
目
指
す
と
共
に
、
納
税
が
遅

れ
て
い
る
方
に
は
「
時
間
を
か

け
た
話
し
合
い
」
を
基
本
と
し
、

滞
納
に
つ
な
が
ら
な
い
対
策
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
厳
し
い
経
済
情
勢

の
中
で
し
っ
か
り
納
税
さ
れ
て

い
る
納
税
者
の
視
点
に
立
っ
て
、

公
平
・
公
正
な
税
収
確
保
に
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
町
議
会

議
員
を
は
じ
め
と
し
て
町
民
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す

　
以
上
、
平
成
　
年
度
町
政
全

２３

般
に
関
わ
る
執
行
方
針
と
い
た

し
ま
す
。

　
こ
の
方
針
を
基
に
編
成
し
ま

水
道
事
業
特
別
会
計

歳

入

の

確

保

２，４３３，０００千円一般会計

９０２，６２４千円国民健康保険事業勘定特別会計

２６４，６０４千円介護保険事業特別会計

１，５６４千円　　　　　　内　保険事業勘定

２６３，０４０千円　　　　　　内　サービス事業勘定

３８，８０１千円後期高齢者医療特別会計

１４９，２１３千円水道事業会計（収益的支出・資本的支出総額）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
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会
が
主
体
と
な
り
学
校
、
各
種

団
体
、
家
庭
、
地
域
社
会
も
含

め
た
全
て
が
一
体
と
な
っ
て
鹿

部
町
の
教
育
力
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
が
極
め
て
大
切
で
あ

る
と
認
識
し
、
教
育
力
の
推
進

向
上
に
努
め
て
行
く
中
で
、
昨

年
、「
新
し
い
時
代
に
生
き
る

心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
人
」

の
育
成
を
め
ざ
す
と
し
た
、
鹿

部
町
の
教
育
の
総
括
目
標
に
基

づ
い
た
、
平
成
　
年
度
か
ら
　

２２

２６

年
度
ま
で
の
「
第
５
次
鹿
部
町

教
育
推
進
計
画
」
を
改
訂
し
て

策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
計
画
の
理
念
は
、
変
化
の
激

し
い
社
会
に
主
体
的
に
対
応
す

る
力
と
し
て
、
思
考
力
、
判
断

力
、
表
現
力
、
創
造
力
を
視
点

に
、
意
欲
、
態
度
、
知
識
・
技

能
を
重
視
し
、
豊
か
な
心
を
も

ち
生
涯
学
習
社
会
に
生
き
ぬ
く

た
く
ま
し
い
力
と
自
己
の
教
育

力
を
高
め
、
誰
も
が
個
性
的
に

し
て
心
豊
か
な
、
ゆ
と
り
の
あ

る
生
活
を
求
め
て
い
る
中
で
、

年
齢
に
関
係
な
く
健
や
か
に
生

き
い
き
と
学
び
、
経
済
的
に
も

自
ら
の
生
活
を
高
揚
さ
せ
る
と

し
た
、
基
本
的
目
標
を
掲
げ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
施
策
の
遂

行
に
あ
た
り
こ
の
理
念
を
強
く

念
頭
に
置
い
て
教
育
行
政
を
執

行
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
第
１
回
鹿
部
町
議

２３

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

平
成
　
年
度
の
鹿
部
町
教
育
委

２３

員
会
所
管
に
係
る
行
政
に
つ
き

ま
し
て
、
そ
の
執
行
に
関
す
る

基
本
方
針
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
教
育
行
政
執
行
方
針

を
申
し
上
げ
る
に
あ
た
り
、
教

育
環
境
を
取
り
巻
く
情
勢
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
社
会
は
色
々
な

面
で
厳
し
さ
を
増
し
、
ま
た
大

き
く
変
化
す
る
中
で
、
益
々

「
人
と
知
恵
」
の
力
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
不
可
欠
で
、

そ
れ
に
は
強
い
人
材
の
育
成
が

緊
急
の
課
題
で
あ
る
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
社
会
環
境
に
あ
っ

て
も
、
教
育
は
「
社
会
の
基
盤
」

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
絶
え
ず
教

育
の
向
上
を
強
く
求
め
ら
れ
且

つ
、
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
未
来
あ
る
子
ど
も

達
の
教
育
指
導
を
担
う
学
校
教

育
現
場
の
向
上
と
充
実
は
大
切

で
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が

人
格
の
完
成
を
目
指
し
、
将
来
、

個
人
と
し
て
自
立
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
可
能
性
を
伸
ば
し
て
い
く

う
え
で
、
そ
の
基
礎
を
培
う
義

務
教
育
期
間
は
勿
論
の
こ
と
、

生
涯
教
育
と
い
う
幅
広
い
階
層

を
所
管
す
る
我
々
に
与
え
ら
れ

た
大
き
な
責
務
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
教
育
委
員

　
ま
た
、
家
庭
に
お
い
て
の
過

ご
し
方
に
つ
い
て
も
、
よ
り
良

い
生
活
習
慣
が
確
立
さ
れ
る
等

の
改
善
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

お
い
て
も
判
明
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
現
在
、

右
肩
上
が
り
に
あ
る
状
態
を
今

後
、
上
下
す
る
Ｖ
字
現
象
、
い

わ
ゆ
る
不
安
定
状
況
に
戻
さ
な

い
こ
と
が
、
学
力
対
策
の
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
こ
の
右
肩
上
が
り
の

状
態
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

一
層
の
努
力
を
す
る
こ
と
が
最

大
の
推
進
方
策
で
、
そ
れ
が
結

果
と
し
て
安
定
し
た
学
力
に
繋

が
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
従
っ
て
、
今
後
も
学
校
・
家

庭
・
教
育
委
員
会
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
に
お
い
て
す
る
べ
き

こ
と
を
促
進
し
、
そ
し
て
、
こ

の
三
者
が
密
接
に
連
携
し
て
強

力
に
推
進
す
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
各
部
門
の
執
行
方

針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
初
に
施
策
の
最
重
要
項
目

で
あ
り
ま
す
学
校
教
育
の
児
童

生
徒
の
学
力
向
上
対
策
に
つ
い

て
申
し
述
べ
ま
す
。

　
当
町
の
児
童
生
徒
の
学
力
に

つ
い
て
は
、
な
か
な
か
学
力
の

向
上
に
繋
が
ら
な
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
し
た
が
、
徐
々
に

で
は
あ
り
ま
す
が
上
昇
し
て
い

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
し
て
、

客
観
的
判
断
も
あ
り
ま
す
が
、

学
力
を
判
断
す
る
目
安
と
し
て

実
施
し
て
お
り
ま
す
全
国
学
力

学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
の
正

回
答
数
も
過
去
４
回
の
調
査
を

比
較
し
て
も
着
実
に
上
が
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
児
童
生
徒
個
々
の

向
学
心
の
向
上
と
学
校
現
場
の

校
長
始
め
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
力

の
向
上
が
大
き
い
の
は
申
す
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
は
家

庭
教
育
の
向
上
が
大
き
く
好
影

響
を
与
え
て
い
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
保
護
者
及

び
家
族
の
子
ど
も
に
対
す
る
理

解
と
協
力
が
高
ま
っ
て
お
り
ま

し
て
、
家
庭
で
の
学
習
時
間
等

も
全
国
レ
ベ
ル
に
達
し
て
お
り

ま
す
。

教育長　山田　豊司

平成23年度平平成成2233年年度度
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学
校
教
育
の
推
進
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こ
の
こ
と
か
ら
、
学
校
で
は
、

既
に
策
定
し
て
お
り
ま
す
「
学

校
改
善
プ
ラ
ン
」
に
沿
っ
た
指

導
の
工
夫
と
改
善
を
一
層
図
っ

て
頂
き
ま
す
。
家
庭
で
は
、

益
々
子
ど
も
に
対
す
る
教
育
へ

の
関
心
と
生
活
習
慣
の
向
上
に

努
め
て
頂
く
こ
と
を
お
願
い
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
は
、
鹿
部
町
の

学
校
を
取
り
巻
く
恵
ま
れ
た
教

育
環
境
を
生
か
し
、
校
長
会
・

町
教
育
研
究
所
な
ど
、
教
育
を

推
進
す
る
関
係
団
体
と
協
議
検

討
は
勿
論
の
こ
と
、
主
体
的
に

幼
・
小
・
中
の
連
携
強
化
を
図

っ
て
行
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
き
な
具
体
的
政
策

と
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
、
平
成

　
年
度
か
ら
抽
出
調
査
で
の
実

２２施
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
若

し
、
当
町
が
抽
出
か
ら
外
れ
た

と
し
て
も
、
学
力
の
向
上
対
策

に
は
、
一
定
の
目
的
達
成
ま
で

未
だ
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
積
極
的
に
調
査
事
業
に

参
画
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
更
に
具
体
的
な
対
策
と
し
て
、

平
成
　
年
度
か
ら
５
カ
年
の
事

２２

業
目
標
期
間
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
「
し
か
べ
っ
こ
図
書
無
償

支
給
事
業
」
を
、
鹿
部
町
読
書

要
領
改
正
に
お
い
て
も
明
確
に

示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
尚
、
一

層
、
預
か
り
保
育
の
充
実
と
指

導
の
強
化
と
推
進
が
重
要
で
あ

る
こ
と
に
鑑
み
、
少
子
化
問
題

等
か
ら
生
じ
て
い
る
子
育
て
支

援
と
い
う
社
会
の
課
題
を
抱
え

た
情
勢
を
特
に
勘
案
し
て
、
き

め
細
か
な
教
育
的
向
上
と
福
祉

の
向
上
に
繋
げ
た
体
制
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
幼
児

及
び
発
達
状
況
が
少
し
遅
れ
た

状
態
に
あ
る
幼
児
へ
の
保
育
と

教
育
に
つ
い
て
、
幼
児
期
か
ら

の
教
育
的
指
導
と
配
慮
は
、
将

来
へ
の
人
格
形
成
に
効
果
は
大

き
い
こ
と
か
ら
、
従
来
に
も
増

し
た
幼
稚
園
の
体
制
強
化
の
た

め
、
幼
稚
園
教
員
の
確
保
が
経

費
面
な
ど
で
厳
し
い
状
況
を
考

慮
し
て
非
常
勤
職
員
１
名
を
増

員
し
、
し
か
べ
幼
稚
園
の
幼
児

教
育
及
び
保
育
の
充
実
と
向
上

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
幼
稚
園
教
育
の
一
般
的
推
進

方
針
は
、
年
齢
別
指
導
に
重
点

を
置
い
て
指
導
し
ま
す
。

　
３
歳
児
は
園
の
生
活
が
わ
か

り
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す

る
気
持
ち
を
育
て
、
友
達
と
か

か
わ
る
心
地
の
良
さ
を
感
じ
、

楽
し
く
遊
ぶ
子
ど
も
を
育
て
ま

す
。
　
４
歳
児
は
、
基
本
的
な
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
、
自
分
な
り

に
試
し
た
り
、
工
夫
し
た
り
し

て
、
自
分
の
思
い
を
遊
び
に
実

現
で
き
る
自
主
的
、
主
体
的
な

子
ど
も
に
育
て
ま
す
。

　
５
歳
児
は
、
幼
稚
園
児
と
し

て
最
後
の
年
に
な
る
こ
と
か
ら
、

ス
ム
ー
ズ
に
小
学
校
入
学
の
た

め
、
自
ら
実
践
す
る
力
を
育
て
、

友
達
同
士
で
協
力
し
た
り
助
け

合
っ
た
り
す
る
心
を
育
て
、
小

学
生
を
意
識
し
た
幼
稚
園
児
に

育
て
ま
す
。

　
３
歳
か
ら
５
歳
の
共
通
す
る

重
点
で
は
、
幼
児
期
は
人
間
形

成
の
上
で
体
力
づ
く
り
は
特
に

重
要
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
室
内
、

戸
外
で
伸
び
伸
び
と
体
を
動
か

す
と
し
た
保
育
方
針
に
基
づ
き
、

幼
稚
園
教
育
を
展
開
し
て
参
り

ま
す
。

　
次
に
、
小
学
校
教
育
の
推
進

で
す
が
、
は
じ
め
に
福
祉
政
策

と
関
係
す
る
平
成
　
年
度
か
ら

２２

試
行
実
施
し
て
お
り
ま
す
学
童

保
育
の
実
施
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
平
成
　
年
度
も
試
行

２３

実
施
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
子
ど
も
を
育
て
る
、
教
育
す

る
」
と
し
た
中
で
少
子
化
や
核

家
族
化
が
進
み
「
乳
幼
児
の
面

倒
を
見
て
く
れ
る
家
族
が
い
な

い
」
ま
た
、
女
性
の
社
会
進
出

化
や
経
済
的
理
由
か
ら
「
働
き

推
進
委
員
会
並
び
に
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
の
協
力
を
得

て
継
続
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
幼
稚
園
教
育
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
幼
児
期
に
お
け
る
教
育
は
、

家
庭
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

生
涯
に
お
い
て
の
人
間
形
成
の

基
礎
を
培
う
た
め
に
、
幼
児
が

自
ら
意
欲
を
も
っ
て
幼
稚
園
環

境
に
馴
染
み
、
親
し
み
、
関
わ

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
幼
稚
園
で
は
具
体
的
な
活

動
を
通
し
て
幼
児
期
に
ふ
さ
わ

し
い
幼
稚
園
生
活
を
展
開
す
る

た
め
、
発
展
的
、
組
織
的
な
指

導
計
画
を
立
て
て
幼
稚
園
を
運

営
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
中
で
も
、
本
幼
稚
園
が
保
護

者
の
要
望
を
踏
ま
え
て
、
平
成

　
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

２０「
預
か
り
保
育
事
業
」
に
つ
い

て
は
、
平
成
　
年
度
国
の
教
育

２１

た
く
て
も
子
ど
も
を
見
て
く
れ

る
人
が
い
な
い
。」と
し
た
問
題

が
全
国
的
に
喫
緊
の
課
題
に
あ

る
中
で
、
現
在
当
町
の
試
行
実

施
お
け
る
利
用
者
数
は
少
な
い

状
況
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
学
童
保
育
を
必
要
と
す
る
児

童
は
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
か
ら
も
相
当
数
が
お
り
ま

す
が
、
実
利
用
の
人
数
と
大
き

く
乖
離
し
て
い
る
の
は
、
鹿
部

町
の
安
心
安
全
な
地
域
環
境
が

大
き
く
好
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
平
成
　
年
度
は
只

２３

今
申
し
上
げ
た
と
お
り
試
行
実

施
す
る
に
当
た
り
、
ア
ン
ケ
ー

ト
で
一
部
の
方
か
ら
「
利
用
し

た
い
が
料
金
が
高
い
。
利
用
時

間
が
短
い
。」と
言
っ
た
回
答
が

見
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
点

を
考
慮
検
討
し
、
改
善
を
加
え

て
実
施
し
て
参
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

運動会（幼稚園運動会（幼稚園））

学芸会（小学校学芸会（小学校））



広　報　し　か　べ （１２）

　
つ
い
て
は
、
費
用
対
効
果
が

あ
ま
り
に
も
低
く
、
い
わ
ゆ
る

利
用
す
る
学
童
が
少
な
い
状
況

が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、「
本

格
実
施
」
か
「
廃
止
」
を
決
断

す
る
年
度
に
な
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
程
お

願
い
し
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
小
学
校
教
育
の

推
進
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
小
学
校
は
、
教
育
目
標
を

「
未
来
へ
羽
ば
た
け
鹿
部
の

子
」
と
し
て
３
つ
の
方
針
を
掲

げ
て
お
り
、
１
つ
は
、
個
の
良

さ
を
伸
ば
し
、
成
長
が
実
感
で

き
る
活
動
を
職
員
一
丸
と
な
っ

て
推
進
す
る
。
２
つ
め
は
、
生

き
る
力
を
育
む
実
践
を
推
進
す

る
。
３
つ
め
が
、
開
か
れ
た
学

校
を
通
し
て
教
育
効
果
を
高
め

る
実
践
を
推
進
す
る
。
で
あ
り

ま
す
。

　
基
礎
学
力
を
身
に
付
け
、
他

導
、
防
災
教
育
、
読
書
教
育
の

推
進
を
引
き
続
き
強
化
実
施
し

て
参
り
ま
す
。

　
道
徳
指
導
に
お
い
て
も
、
家

庭
や
地
域
社
会
と
の
連
携
の
中

で
、
思
い
や
り
の
心
、
基
礎
的

な
生
活
指
導
、
生
き
る
喜
び
等

を
育
む
勤
労
、
奉
仕
的
な
指
導

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
生
徒
指
導
で
は
、
児
童
の
悩

み
や
問
題
行
動
の
早
期
発
見
と
、

適
切
な
教
育
相
談
の
充
実
と
指

導
の
工
夫
に
努
め
ま
す
。

　
健
康
安
全
指
導
は
、
児
童
の

実
態
に
即
し
た
体
力
づ
く
り
や

体
育
活
動
の
充
実
、
更
に
は
、

望
ま
し
い
食
習
慣
を
育
成
す
る

食
育
指
導
の
充
実
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　
次
に
、
中
学
校
教
育
の
推
進

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
中
学
生
時
代
は
、「
子
ど
も
」

と
し
て
見
ら
れ
た
小
学
生
を
経

て
「
自
立
」
す
る
こ
と
を
大
き

な
目
的
と
し
、
生
徒
の
更
な
る

学
力
の
向
上
と
体
力
ア
ッ
プ
の

向
上
を
図
る
年
代
が
中
学
生
時

代
で
す
。

　
従
っ
て
、「
生
き
る
力
」
の
育

成
や
将
来
の
進
路
選
択
を
視
野

に
入
れ
た
活
動
を
重
視
し
、
そ

の
た
め
、
生
徒
の
学
力
の
向
上
、

体
験
学
習
等
を
通
じ
て
社
会
の

基
本
的
な
ル
ー
ル
を
守
る
心
の

教
育
等
の
推
進
を
図
っ
て
参
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
鹿
部
中
学
校
の
教
育
目
標
は

「
豊
か
な
心
を
も
ち
、
進
ん
で

考
え
、
た
く
ま
し
く
実
践
で
き

る
生
徒
の
育
成
」
と
し
、
平
成

　
年
度
は
、
特
に
基
礎
学
力
の

２３向
上
と
、
主
体
的
に
考
え
行
動

す
る
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
た

教
育
を
推
進
す
る
と
し
て
お
り
、

次
の
６
点
を
重
点
項
目
に
掲
げ

実
践
し
て
参
り
ま
す
。

　
第
１
に
、
学
ぶ
側
に
立
ち
、

地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
教

育
活
動
の
編
成
・
実
施
・
評
価
・

改
善
に
努
め
る
。

　
第
２
に
、
好
ま
し
い
人
間
関

係
と
豊
か
な
心
を
育
み
、
自
己

実
現
を
め
ざ
す
生
徒
指
導
の
充

実
に
努
め
る
。

　
第
３
に
、
学
校
職
員
の
研
修

活
動
の
充
実
を
図
り
、
教
職
員

と
し
て
の
資
質
・
能
力
の
向
上

を
思
い
や
り
、
体
力
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
自
ら
の
成
長
を
実

感
で
き
る
た
め
の
具
現
化
策
と

し
て
、
確
か
な
学
力
、
豊
か
な

人
間
性
、
健
康
・
体
力
、
内
・

外
に
開
か
れ
た
学
校
。
の
４
つ

の
視
点
に
沿
っ
て
推
進
し
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
は
、
新
学

２３

習
指
導
要
領
が
完
全
実
施
と
な

る
中
で
、　

年
度
の
学
級
編
制

２３

見
込
み
に
お
い
て
、
６
学
年
が

１
学
級
で
の
編
制
が
確
定
的
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
態

は
、
新
学
習
指
導
要
領
ス
タ
ー

ト
元
年
と
い
う
誠
に
重
要
な
年

度
で
あ
っ
て
、
教
員
に
は
大
人

数
学
級
が
過
度
な
負
担
と
な
っ

て
子
ど
も
の
指
導
に
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
措
置
対
応
が
必
要
と

考
え
て
お
り
ま
し
て
、
特
に
６

年
生
と
い
う
中
学
生
へ
の
ス
テ

ッ
プ
と
な
る
最
終
学
年
の
１
年

間
は
こ
と
さ
ら
に
重
要
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
検
討
し
、
町
単
費

負
担
の
教
員
を
配
置
し
て
万
全

な
指
導
体
制
を
図
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。
ご
理
解
、
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配

置
も
継
続
し
て
行
い
、
障
が
い

を
持
つ
児
童
の
教
育
支
援
を
行

っ
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
外
国
語
教
育
の
ス

ム
ー
ズ
な
完
全
導
入
、
食
育
指

に
努
め
る
。

　
第
４
に
、
教
職
員
の
特
性
を

生
か
し
、
相
互
理
解
・
相
互
信

頼
を
基
盤
に
し
た
機
能
的
で
活

力
あ
る
学
校
組
織
の
運
営
に
努

め
る
。

　
第
５
に
、
開
か
れ
た
学
校
経

営
を
推
進
し
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
連
携
・
協
力
を
強
化
し

「
地
域
立
学
校
」
の
構
築
に
努

め
る
。

　
第
６
に
、
豊
か
な
情
操
を
育

て
る
教
育
環
境
の
創
造
に
努
め

る
。
の
６
点
の
重
点
推
進
項
目

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
以
上
が
小
学
校
・
中
学
校
の

教
育
推
進
方
針
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

小
・
中
学
校
は
、
義
務
教
育
で

あ
り
ま
す
か
ら
文
部
科
学
省
の

示
す
「
新
学
習
指
導
要
領
」
に

基
づ
く
教
育
課
程
を
年
度
当
初

に
編
成
し
、
鹿
部
町
の
子
ど
も

た
ち
の
「
知
」「
徳
」
「
体
」
の

向
上
に
万
全
を
期
す
る
よ
う
指

示
し
て
あ
る
と
こ
ろ
で
、
教
育

委
員
会
に
お
い
て
も
管
理
監
督

に
万
全
を
期
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
教
育
を
推
進
す

る
上
で
重
要
な
補
完
的
事
業
で

あ
り
ま
す
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
語
学
指
導
員
配
置
事
業

に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
そ

れ
ぞ
れ
重
要
な
た
め
事
業
の
継

続
と
語
学
指
導
員
の
継
続
配
置

中学生議中学生議会会

職場体験学習（中学校職場体験学習（中学校））
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を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
、
幼
稚
園
・
小
・
中
学

校
の
教
職
員
の
資
質
の
向
上
に

つ
い
て
で
す
が
、
教
育
の
成
果

は
、
教
職
員
の
確
か
な
専
門
性

と
豊
か
な
識
見
を
持
っ
て
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
現
場
で
実
践

し
成
果
と
な
っ
て
表
れ
ま
す
の

で
、
更
な
る
授
業
の
研
究
、
校
・

内
外
で
の
各
種
研
修
会
へ
の
積

極
参
加
や
鹿
部
町
教
育
研
究
所

に
よ
る
自
ら
の
研
究
、
研
修
を

さ
ら
に
促
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
続
い
て
幼
児
・
児
童
生
徒
、

及
び
教
職
員
の
健
康
管
理
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
、
学
校
現
場
で
最
も
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
健
康

対
策
の
中
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
問
題
が
あ
り
ま
す
。
申
す
ま

で
も
な
く
、
流
行
が
蔓
延
し
ま

す
と
学
校
運
営
と
児
童
生
徒
の

学
力
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

の
で
、
的
確
な
予
防
と
指
導
徹

底
に
は
万
全
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。
　
ま
た
、
一
般
的
な
健
康
対
策

に
係
る
健
診
つ
い
て
は
、
例
年

の
通
り
の
項
目
を
実
施
し
、
疾

病
の
早
期
発
見
と
予
防
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　
小
学
校
児
童
に
あ
っ
て
は
、

平
成
　
年
度
か
ら
フ
ッ
化
物
洗

２２

口
と
い
う
歯
の
予
防
事
業
を
北

海
道
の
モ
デ
ル
事
業
校
と
し
て

心
な
供
給
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
の
な
い
よ
う
、
慎
重
な
検
討

と
協
議
を
し
て
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
施
設
整
備
関
係
に
つ
い
て
は
、

課
題
で
あ
り
ま
し
た
改
修
や
修

繕
を
要
す
る
事
項
が
、
平
成
　２１

年
の
国
の
経
済
対
策
交
付
金
事

業
で
殆
ど
が
整
備
完
了
し
、
現

在
、
学
校
給
食
の
安
全
安
心
な

供
給
に
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
給
食
セ
ン
タ
ー
職
員
の

組
織
体
制
の
見
直
し
の
判
断
に

は
、
少
な
か
ら
ず
好
影
響
を
及

ぼ
し
て
お
り
、
事
業
の
実
施
効

果
に
大
き
く
繋
が
っ
て
お
り
ま

す
。
　
続
い
て
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
の
施
設
及
び
設
備
の
整

備
、
並
び
に
教
職
員
住
宅
の
整

備
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
国
の

経
済
対
策
事
業
等
で
、
整
備
が

図
れ
た
の
で
平
成
　
年
度
は
ご

２３

ざ
い
ま
せ
ん
。

　
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
高
鉄
棒
が
低
く
高
学
年
の
体

力
向
上
教
育
に
支
障
を
来
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
新
し
い
高
鉄

棒
を
設
置
し
ま
す
。

　
校
舎
の
整
備
で
は
、
建
築
後

　
年
を
経
過
し
て
暖
房
設
備
の

２６パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
の
経
年
劣
化

に
よ
る
漏
水
が
生
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
改
修
の
た

め
の
調
査
を
実
施
し
て
改
修
実

施
に
繋
げ
て
参
り
ま
す
。

　
中
学
校
は
、
体
育
館
が
建
築

後
　
年
経
ち
東
面
か
ら
雨
漏
り

３０
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
の
で
改

修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

学
校
開
放
用
の
玄
関
を
修
繕
し

ま
す
。

　
校
舎
の
外
構
で
は
、
生
徒
が

部
活
動
等
で
、
下
校
が
暗
い
時

間
に
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

生
徒
の
安
心
安
全
対
策
と
し
て

周
辺
街
灯
の
増
設
等
、
整
備
を

い
た
し
ま
す
。

　
校
舎
内
の
教
育
用
設
備
で
は
、

体
育
館
に
設
置
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
ゴ
ー
ル
板
を
改
修
整

備
し
ま
す
。

　
教
職
員
住
宅
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
大
き
な
改
修
工
事

等
は
、
計
画
的
に
実
施
し
て
き

順
調
に
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、

平
成
　
年
度
ま
で
の
６
年
間
実

２７

施
し
、
健
康
の
助
長
と
増
進
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
教
職
員
の
健
康
対
策
に
つ
い

て
は
、
定
期
的
な
集
団
検
診
の

実
施
と
、
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い

て
も
一
部
公
費
負
担
を
含
め
て
、

実
施
と
積
極
的
に
受
診
さ
れ
る

よ
う
奨
励
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
、
学
校
給
食
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。
学
校
給
食
は
、

園
児
、
児
童
、
生
徒
に
と
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
期
に
お
け
る

健
全
な
体
を
つ
く
る
上
で
、
家

庭
で
の
食
事
と
同
様
に
大
事
な

た
め
、
正
し
い
食
生
活
の
在
り

方
等
に
つ
い
て
、
指
導
を
強
化

し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
共
同
調
理
場
方
式
で

の
給
食
供
給
で
す
か
ら
、
食
の

安
全
、
安
心
に
は
特
に
注
意
し
、

衛
生
管
理
と
美
味
し
く
、
且
つ
、

栄
養
の
配
分
に
留
意
し
て
、
管

理
運
営
に
万
全
を
期
し
て
参
り

ま
す
が
、
当
町
も
少
子
化
が
進

行
し
て
お
り
ま
し
て
、
給
食
の

供
給
を
受
け
る
児
童
生
徒
数
が

著
し
く
減
少
し
て
お
り
、
町
の

行
政
改
革
方
針
等
を
考
慮
し
、

平
成
　
年
度
か
ら
給
食
セ
ン

２３

タ
ー
配
置
の
総
職
員
数
を
１
名

減
員
し
て
の
体
制
で
対
応
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
当
然
、

給
食
内
容
の
低
下
や
、
安
全
安

ま
し
た
の
で
、
平
成
　
年
度
は

２３

入
居
者
の
要
望
等
を
聴
い
て
実

施
す
る
小
修
繕
の
対
応
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　
次
に
、
社
会
教
育
の
推
進
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
社
会
教
育
活
動
は
、
乳
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
階
層

に
わ
た
り
、
中
で
も
学
校
教
育

と
も
連
携
・
融
合
す
る
な
ど
総

合
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
重

要
な
セ
ク
シ
ョ
ン
で
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
学
び
、
学
習
成
果
を

地
域
社
会
へ
生
か
し
な
が
ら
、

充
実
し
た
生
活
を
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
今
ま
で
の
取
り
組
み

等
の
評
価
と
分
析
を
行
い
、
町

民
の
学
習
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と

ら
え
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
生

涯
に
わ
た
っ
て
、
自
己
を
高
め

る
た
め
社
会
教
育
環
境
の
充
実

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
分
野
と
し
て
、
乳
幼
児
、
児

童
生
徒
、
青
少
年
、
成
人
、
女

性
、
高
齢
者
の
６
分
野
で
の
推

進
を
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
主

に
公
民
館
等
で
行
う
教
室
・
講

座
・
研

修

会
・
講

演

会
・
鑑

賞
・
展
示
・
コ
ン
サ
ー
ト
等
を

通
し
て
基
本
的
生
活
習
慣
の
向

上
と
改
善
、
自
制
心
、
自
立
心

社
会
教
育
の
推
進
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な
ど
「
生
き
る
力
」
の
基
礎
的

な
能
力
の
向
上
と
育
成
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　
文
化
活
動
の
大
き
な
事
業
と

し
て
定
着
し
ま
し
た
文
化
祭
に

つ
い
て
は
、
平
成
　
年
度
も
町

２３

内
の
各
文
化
団
体
の
協
力
を
得

て
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
よ

り
よ
い
文
化
祭
の
実
施
に
向
け

て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
公
民
館
の
図
書
室
事

業
に
つ
い
て
は
、
図
書
室
そ
の

も
の
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
蔵

書
も
行
う
等
し
て
グ
レ
ー
ド
ア

ッ
プ
さ
せ
、
町
民
の
利
用
促
進

に
繋
げ
読
書
活
動
の
促
進
を
し

て
参
り
ま
す
。
平
成
　
年
度
も

２３

特
別
な
日
を
除
き
土
曜
日
を

「
図
書
の
ひ
ろ
ば
」
と
し
て
実

施
し
ま
す
が
、
図
書
室
の
利
用

者
が
増
大
し
、
日
曜
日
の
開
催

に
も
拡
充
す
る
よ
う
努
め
て
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ツ
大
会
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
町
内
各
事
業
所
の
協

賛
・
協
力
に
よ
る
「
冠
大
会
」

な
ど
の
競
技
大
会
を
積
極
的
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
数
多
く
の
実
施

に
繋
げ
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
町
出
身
の
元
プ
ロ

野
球
投
手
の
「
盛
田
幸
妃
杯
野

球
大
会
」
を
通
じ
て
、
ス
ポ
ー

ツ
の
素
晴
ら
し
さ
と
、
子
ど
も

達
に
夢
と
希
望
を
与
え
、
意
欲

を
培
わ
せ
る
た
め
開
催
い
た
し

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
に
つ
い
て

も
参
加
対
象
や
内
容
等
を
十
分

協
議
検
討
し
て
実
施
し
て
参
り

ま
す
。

　
な
お
、
各
種
大
会
を
は
じ
め
、

教
室
等
の
実
施
に
当
た
っ
て
町

体
育
指
導
委
員
の
協
力
な
し
で

は
遂
行
不
可
能
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
一
層
の
連
携
と
協
力
を
図

っ
て
体
育
の
振
興
、
活
性
化
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
各
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
で
す
が
、
施
設
は
、

町
民
が
健
康
の
促
進
と
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
利
用
に
供
し
て
頂

き
た
く
、
施
設
整
備
を
し
て
参

り
ま
し
た
か
ら
、
基
本
的
に
多

く
の
町
民
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
で
き
る
限
り
町
民
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
参
る
と
い
う
基

本
的
ス
タ
ン
ス
で
あ
り
ま
し
て
、

管
理
を
優
先
し
た
規
制
的
発
想

は
極
力
無
に
し
て
、
更
な
る
利

用
者
の
増
加
と
各
施
設
の
活
性

化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
総
合
体
育
館
、
建
築
後
　
年
１６

を
経
過
し
た
た
め
劣
化
や
損
傷

が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
放
送
設
備
を
は
じ
め

改
良
修
繕
い
た
し
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
プ
ー
ル

も
建
築
後
　
年
経
過
し
ま
し
た
。

２１

プ
ー
ル
と
い
う
施
設
で
す
か
ら

他
の
建
物
に
比
較
し
て
劣
化
、

損
傷
が
激
し
く
、
平
成
　
年
度

２１

に
国
の
補
助
事
業
を
利
用
し
て

屋
根
の
改
修
を
行
う
等
し
て
き

ま
し
た
が
、
水
槽
の
劣
化
も
激

し
く
利
用
者
に
支
障
を
来
す
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
水

質
管
理
の
た
め
の
自
動
制
御
装

置
も
機
能
低
下
を
生
じ
て
き
た

の
で
、
国
の
経
済
対
策
事
業
を

活
用
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
補
修

及
び
更
新
事
業
を
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
山
村
広
場
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
を
主
に
利
用
者
の
多
い
人

気
施
設
で
あ
り
ま
し
て
、
あ
る

程
度
の
施
設
整
備
を
完
了
し
て

お
り
ま
す
か
ら
、
芝
生
等
の
管

理
業
務
に
万
全
を
期
し
て
更
な

る
利
用
者
の
増
加
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

　
以
上
、
教
育
全
般
に
係
る
平

成
　
年
度
の
主
要
な
執
行
方
針

２３

　
次
に
、
社
会
体
育
の
推
進
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

心
身
を
鍛
え
、
豊
か
で
活
力
に

満
ち
た
生
き
甲
斐
あ
る
生
活
を

す
る
た
め
、
重
要
な
役
割
を
担

う
教
育
行
政
策
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
の
中
心
施

設
を
総
合
体
育
館
、
屋
外
ス

ポ
ー
ツ
の
中
心
施
設
を
山
村
広

場
と
位
置
づ
け
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
は
、

文
部
科
学
省
や
北
海
道
が
強
く

提
唱
し
て
お
り
ま
し
た
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、

鹿
部
町
に
も
昨
年
「
鹿
部
カ
ー

ル
ス
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
地
域
住

民
に
よ
っ
て
設
立
を
見
ま
し
た
。

　
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
の
誰
も
が
、
い

つ
で
も
、
自
分
に
適
し
た
ス

ポ
ー
ツ
に
参
加
し
、
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
か
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
の
重
要
性
に
鑑
み
行

政
と
し
て
積
極
的
に
支
援
と
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
の

底
辺
拡
大
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
競
技
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

は
、
平
成
　
年
度
も
「
鹿
部
町

２３

体
育
協
会
」「
鹿
部
町
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
」、「
鹿
部
カ
ー
ル
ス
ク

ラ
ブ
」
と
い
っ
た
主
要
体
育
団

体
と
連
携
を
密
に
し
、
ス
ポ
ー

を
申
し
述
べ
ま
し
た
。
教
育
を

と
り
ま
く
環
境
は
益
々
複
雑
多

岐
に
及
ん
で
お
り
ま
す
が
、
次

代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
向
け
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
、
更
に
は

教
育
関
係
団
体
並
び
に
関
係
者

と
連
携
を
密
に
し
て
教
育
行
政

を
行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
町

議
会
議
員
を
は
じ
め
、
町
民
皆

様
に
対
し
特
段
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
、
終
わ
り
と
い
た
し
ま
す
。

町民による作品展示（文化祭町民による作品展示（文化祭））
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まちづくりの基礎となる、平成２３年度の一般会計、３つの特別会計（国保、介護、後期高齢者医療）、水

道事業会計の予算が決まりましたので紹介します。

一般会計

□総務費　一般事務経費や財産管理などに要する経費
をいいます。

　主な事業として、各種基金積立金４，１８６万円などと
なっています。

□民生費　社会福祉や身障者、高齢者、児童福祉など
に要する経費をいいます。

　障害者自立支援給付事業７，２３９万円、子ども手当給
付事業８，９４９万円、乳幼児医療費給付事業１，９８０万円
などです。　

□衛生費　感染症予防や火葬場、墓地、ゴミ処理等に
かかる経費をいいます。

　主な事業として、渡島廃棄物処理広域連合負担金
６，００９万円、一般廃棄物最終処分場設計委託料５，０９５
万円などとなっています。

□土木費　道路、河川、砂防、住宅などにかかる経費
をいいます。

　主な事業として、町道維持補修事業４，２６６万円、河川
改修事業６５０万円、町営住宅改修事業６１６万円などと
なっています。

□消防費　消防や災害対策などに要する経費をいいま
す。

　主な事業として、消防署（団）にかかる一部事務組
合負担金１億８，１５０万円などとなっています。

□教育費　教育委員会や小・中学校、幼稚園、社会教
育などにかかる経費をいいます。

　主な事業として、語学指導助手関連経費３８１万円、公
民館改修事業４００万円などです。

□公債費　まちが過去に事業を行うために借り入れた
お金の返済金です。

□諸費　主に職員の人件費をいいます。
　前年度との比較で１，６６２万円の減額となっています。

特別会計・企業会計

予算額会　　計　　名

９億２６２万円国民健康保険事業勘定

２億６，３０４万円介護保険事業（保険事業勘定）

１５６万円介護保険事業（サービス事業勘定）

３，８８０万円後期高齢者医療

１億４，９２１万円水道事業

新 年 度 予 算

【歳出】【歳入】

□地方交付税　国税のうち、所得税、法人税、酒税、
消費税、たばこ税のそれぞれ一定割合を、一定の基
準により国から交付される税です。
　鹿部町では歳入の約５１％を占め、交付税に大きく依
存しているといえます。
□町税　皆さんに納めていただいている住民税や固定
資産税、軽自動車税や町たばこ税、入湯税をいいま
す。
□町債　まちの借金のことです。
　２３年度では、漁港整備事業で４，５００万円、一般廃棄物
埋立処分場整備事業で３，２００万円、臨時財政対策債
で１億５，０００万円の借入を予定しています。
□国道支出金　まちが行う事業に対する国や北海道か
らの補助金です。
□繰入金　積み立てした基金からの取崩しとして、地
域福祉基金で３，０００万円、公共施設整備基金で２，０００
万円、財政調整基金で４０５万円を繰り入れします。
また、一般会計と特別会計間での現金の移動も行っ
ています。

※水道事業会計は、収益的支出・資本的支出の総額
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一般会計における主な事業

※工事関係については、２２年度繰越事業（２３年度に実施）と合わせてお知らせします。

■福祉や医療

１．乳幼児から中学卒業までの医療費無料化を継続

２．乳幼児髄膜炎予防ワクチンを全額助成

３．赤ちゃん相談を毎月１回開催

４．胃がん検診（３０才以上）　　　　　　定員１５０名

５．肺がん検診（４０才以上）　　　　　　定員５００名

６．大腸がん検診（４０才以上）　　　　　定員３５０名

７．前立腺がん検診（５０才以上）　　　　定員１４０名

８．脳ドック検診（３０才以上）　　　　　定員１３０名

　　　　　　　　　・・・などの各種検診を行います。

■商工観光

１．間歇泉公園の駐車場内に地元特産品の販売施設

　　を設置します。　　　　　　　　　　　７，６６２千円

２．しかべ海と温泉のまつり助成金　　　１０，８９０千円

３．鹿部商工会助成金　　　　　　　　　 ６，６００千円

４．間歇泉公園手摺取替工事　　　　　　 ４，１７９千円

５．花火大会協賛金　　　　　　　　　　 ２，０００千円

６．鹿部温泉観光協会運営費助成金　　　 １，３５０千円

■道路整備

１．宮浜海岸線道路改良工事　　　　　　１９，０００千円

２．水源地道路線改良工事　　　　　　　１５，０００千円

３．宮浜道路線改良工事　　　　　　　　１０，０００千円

４．宮浜８号線舗装補修工事　　　　　　 ４，０００千円

５．留の沢線側溝整備工事　　　　　　　 ２，０００千円

６．建設発生土ストックヤード整備工事　 ２，０００千円

７．鹿部川局部改修工事　　　　　　　　 ５，０００千円

８．鹿部川河岸補修工事　　　　　　　　 １，５００千円

■地域会館など

１．宮浜児童館のトイレなど改修　　　　 ２，５０２千円

２．宮浜生活館の床修繕　　　　　　　　　 ５６０千円

■学童保育（試行実施）

　２２年度に試行実施した学童保育ですが、本年度は

本格実施に向けての最終判断をする予定です。

　実施場所については、昨年度同様、中央公民館を

提供し、児童の健全な育成を図ります。

（詳細のお問い合わせは教育委員会へ）

■水産業振興

１．鹿部漁港整備負担金　　　　　　　　５０，０００千円

２．漁業近代化資金利子補給事業補助金　 ３，３００千円

３．ウニ種苗放流事業補助金　　　　　　 ３，２０３千円

４．コンブ種苗供給事業補助金　　　　　 １，０８０千円

５．漁場・試験調査事業補助金　　　　　 １，０５０千円

　　ほかにヒトデ駆除、生態系保全活動に助成します。

■消防防災

１．消火栓の新設（５箇所）　　　　　　 ２１，７７０千円

２．防災行政無線機器の更新　　　　　　 １，７７５千円

３．都市型救助資器材の購入　　　　　　　 ６４６千円

４．消火栓の改修（１箇所）　　　　　　　　６００千円

■教育

１．子どもの読書推進（５ヵ年事業・２年目）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４３０千円

２．園児、児童、生徒用図書の充実　　　　 ７５０千円

３．小学校グラウンド高鉄棒設置工事　　　 ５８０千円

４．中学校体育館雨漏り改修工事　　　　 ６，４３７千円

５．中学校バスケットゴール改修工事　　 １，５４６千円

６．中学校グラウンド周辺電灯改修工事　 １，１５５千円

７．コミュニティー・プール改修工事　　２０，９０７千円

■環境衛生

１．渡島廃棄物処理広域連合負担金　　　６０，０９０千円

２．一般廃棄物最終処分場整備事業　　　５０，９４６千円

３．不法投棄、散乱ゴミ監視事業　　　　 ５，０００千円

４．ゴミ減量化事業　　　　　　　　　　　 ５４０千円

　　電動容器、コンポスト購入費の助成

　　（上限額はそれぞれ４万円と３千円）

■町営住宅

１．大岩団地外部改修工事　　　　　　　 ５，１８７千円

２．公営住宅等長寿命化計画策定　　　　 ３，６１７千円

３．はまなす団地外壁改修工事　　　　　 ３，１５０千円

４．湯ノ沢団地玄関ドア改修工事　　　　 ２，３５２千円

５．町営住宅内連絡道路整備工事　　　　　 ６５３千円
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こんにちは保健師ですこんにちは 保  健  師 です。。
ほ けん し

　今月の担当は、藤森　裕美です。

　平成２３年度の各種検診について日程等をお知らせします。

内　　　容場　　所受付時間申込受付期間月　　日健康診断名

胃バリウム検査鹿部会館
６：００～９：３０

（３０分毎の予約制）

５月２４日（火）～
５月３１日（火）

６月１６日（木）

胃がん検診
９月２８日（水）～
１０月５日（水）

１０月２４日（月）

・特定健診・基本健診
・後期高齢者健診
・結核・肺がん検診
・大腸がん検診
・前立腺がん検診
・肝炎ウィルス検査
・エキノコックス症検査

※歯科検診は６月２９日
（水）の町民ニコニコ
健診と同時に行います。

大岩地域会館９：３０～１０：３０

６月７日（火）～
６月１７日（金）

６月２８日（火）町民ニコニコ健診
・特定健診
（４０歳以上７４歳以
下の国保加入者の
方が対象）
・一般健診
（２０歳以上３９歳以
下の方が対象）
・後期高齢者健診
（７５歳以上の方が
対象）

鹿部会館１３：００～１５：００

中央公民館

９：３０～１１：００

６月２９日（水） １３：００～１５：００

１７：００～１８：３０

本別中央会館
９：３０～１１：００

６月３０日（木）
１３：００～１５：００

中央公民館９：３０～１１：００
Ｈ２４ 　　　　　 
１月２６日（木）～
２月２日（木）

Ｈ２４　　　　 
２月１６日（木）

超音波検査中央公民館９：３０～１１：００
６月７日（火）～
６月１７日（金）

６月２９日（水）骨粗鬆症検診

頭部ＭＲＩ、血圧測定
頭部ＭＲＡ、頸部Ｘ線
血液検査、尿検査

函館新都市病院午後（予定）６月中（予定）
８月から翌年３
月の病院が指定
した日（予定）

脳ドック検診

個別乳がん検診

１　対　　象　　　西暦で奇数年生まれの満４０歳以上の女性町民

２　検診期間　　　平成２３年４月１日（金）～平成２４年３月３１日（土）　　　　

　　　　　　　　　検診日については、各医療機関との調整となりますので、申込時にご確認ください。

３　検診機関　　　函館中央病院又は函館五稜郭病院　※病院への送迎はありません。

４　検診内容

５　申込期間　　平成２４年３月１６日（金）まで

　　　　　　　　随時、申込みを受付ます。尚、定員になり次第締め切りとしますのでご了承ください。

函館五稜郭病院函館中央病院

視触診及びマンモグラフィー２方向撮影

４０歳～４９歳の方

視触診及びマンモグラフィー２方向撮影

５０歳以上の方

視触診及びマンモグラフィー１方向撮影

検査内容

２，２００円
４０歳～４９歳の方　　　２，２００円

５０歳以上の方　　　　２，０００円検査料金

但し、生活保護世帯及び満７０歳以上の方は無料です。

午前８時午前９時５０分～午前１０時３０分検査受付時間

２０名２０名定　　員
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個別子宮がん検診

１　対　　象　　西暦で奇数年生まれの満２０歳以上の女性町民

２　検診期間　　平成２３年４月１日（金）～平成２４年３月３１日（土）

３　検診場所　　函館市内及び森町の産婦人科　※病院への送迎はありません。

４　検査内容　　子宮頸部がん検診　　　　１，７００円　　　　

　　　及び　　　子宮頸部・体部がん検診　２，５００円

　　検査料金　　但し、生活保護世帯及び満７０歳以上の方は無料です。

５　申し込み　　随時申込みを受付ております。

※今年度の集団での乳がん・子宮がんは申込みを終了しています。
識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

　各種検診等の詳細は、役場保健福祉課保健推進係（７－５２９１）までお問い合わせください。

鹿部町食生活改善推進協議会だより
～「平成２２年度男の料理教室」（第２回）を開催しました～

　２月２４日（木）、中央公民館調理室において、町内在住の男性の方を対象に「平成２２年度男の料理教室」（第２

回）を開催しました。今回は、料理に慣れていない男性でも１人で手軽に料理できるように、食改会員のアイデ

アでレシピを考案しました。１人暮らしには欠かせない、保存性のよい魚缶詰を使って、１品でたっぷりの野菜

を食べられる鍋料理の他、電子レンジを使った、ほうれん草のお浸しの作り方や、炊飯と同時におかずが作れる

パッククッキングの方法などを実習しました。どれも手軽な方法ばかりだったので、教室の後も「自宅で実践し

ている」、「役に立った」との声が聞かれました。

≪作り方（所要時間：１０分）≫
①　土鍋に水を入れ、煮立ったら鮭缶を汁ごと入れる。
②　しょうゆを入れてお好みの味に整えてから、長ねぎ・豆腐・
わかめを入れて、中火でゆっくり煮る。

※アレンジ※
　煮汁が少なくなって、残った土鍋に卵を溶いて混ぜると朝食の
一品料理に。おじやにしてもＯＫ！

鮭水煮缶詰　　　　　　　　　　　１缶

長ねぎ　　　　　　　　　　　　　１本

わかめ（生またはカットわかめ）　適量

ミニ豆腐（１／２丁）　　　　　　　　１個

水　　　　　　　　　　　　　　 ６００cc

醤油　　　　　　　　　　　　　　適量

ほんだし・しょうが　　　　　　　適量
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広　報　し　か　べ（２１）

平成２３年４月から「障害年金加算改善法」が施行されます。

　これまでは障害年金を受ける権利が発生した当時に、受給権者によって生計を維持している配偶者

やお子様がいる場合で、障害等級が１級または２級に該当する方に加算を行っておりましたが、平成

２３年４月施行の「国民年金法等の一部を改正する法律」により、障害年金を受ける権利が発生した後

に、生計を維持することになった配偶者やお子様がいる場合にも届出によって加算を行うことになり

ます。

平成２３年３月までは

○　受給権発生時に既に生計を維持する配偶者やお子様を有している場合には、受給権発生

時（※）から加算の対象となります。※受給権発生時における生計維持関係を確認して

いました。

平成２３年４月からは加算の範囲が拡大されます！

○　平成２３年４月１日より前において、受給権発生後に生計を維持する配偶者やお子様を有

している場合には、法施行時（※）から加算の対象となります。

　　　※平成２３年３月３１日における生計維持関係を確認することになります。

○　平成２３年４月１日以降において、受給権発生後に生計を維持する配偶者やお子様を有す

ることとなった場合は、その事実が発生した時点（※）から加算の対象となります。

　　　※婚姻、出生等の事実が発生した日における生計維持関係を確認することになります。

障害基礎年金の子加算の運用の見直しと児童扶養手当との関係について

　このたびの法律改正により、障害基礎年金の子加算の範囲が拡大されることで、併せて障

害基礎年金の子加算の運用についても見直しが行われます。

　児童扶養手当は、お子様が障害基礎年金の子加算の対象である場合は支給されませんが、

平成２３年４月以降は、児童扶養手当額が障害基礎年金の子加算額を上回る場合においては、

年金受給権者とお子様の間に生計維持関係がないものとして取扱い、子加算の対象としない

ことにより児童扶養手当を受給することが可能となります。

　詳しくは下記の照会先までお問い合わせください。

○　児童扶養手当と障害年金の子加算の間で受給変更ができる場合とは

　　両親の一方が児童扶養手当法施行令で定める障害（国民年金または厚生年金保

険法１級相当）の状態にあることで、配偶者に支給される児童扶養手当と障害

年金の子加算で受給変更が可能となります。

○　児童扶養手当と障害年金の子加算の間で受給変更ができない場合とは

　　母子世帯や父子世帯の方は、児童扶養手当と障害年金の子加算で受給変更がで

きません。

◆照会先

【障害年金加算改善法について】

　　　・お近くの年金事務所、街角の年金相談センター及び市区町村の国民年金担当窓口

　　　　（年金の手続については、平成２３年４月１日以降に手続きいただきますようお願いします。）

【児童扶養手当額や児童扶養手当制度について】

　　　・市区町村児童扶養手当担当窓口



広　報　し　か　べ （２２）

《ふるさとしかべ応援寄附金》寄附の状況・使い道について

　ふるさとしかべ応援寄附金については、全国からたくさんのお申し込みをいただき、３月末で１５件、１６１

万円ものご寄附を頂戴いたしました。皆さまからの温かいご寄附に心から感謝申し上げます。

　町では、まちづくりの貴重な財源として活用することとしており、お申し込みの際に指定された６つの

事業内容に沿って、次のとおり使い道を決定しましたのでお知らせいたします。

充当事業の状況寄　附　者　の　状　況事業
区分 決算見込額事　業　名金　額住所（都道府県）お名前

３５７，７３８こども読書推進事業２０，０００匿名希望／個人１件①

２，００８，８９０インフルエンザ予防接種事業２０，０００匿名希望／個人１件②

２，６２５，５０１沿岸漁業振興対策事業５００，０００匿名希望／個人１件③

４４１，０００備蓄非常食購入事業１０，０００匿名希望／個人１件④

０⑤

１，４５３，２００
１，２３９，０００

中学校網戸設置事業
中学校グラウンド排水整備事業

６０，０００東京都高橋　　登　様
⑥

１，０００，０００匿名希望／個人１０件

　８，１２５，３２９１，６１０，０００合　　計

◎寄附状況・使い道一覧表（６つの事業区分については下記を参照）　（単位：円）

【事業区分】
　①教育・スポーツ及び文化・芸術の振興に関する事業／②健康、福祉及び医療の充実に関する事業
　③地域産業の振興に関する事業／④地域防災に関する事業／⑤自然環境保全に関する事業
　⑥町長にお任せの事業

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

函館バス運行ダイヤ改正のお知らせ

　４月１日夏季ダイヤより、鹿部発大沼経由函館行の便を次のとおり改正し運行いたします。お間違いの

ないようにお願いします。

　なお、函館発大沼経由鹿部行の便は現行通りです。

≪鹿部発函館行（１日３便）≫

　　　　　　　●鹿部出張所　８時０５分発函館行（現行急行便を普通便に変更）

　　　　　　　●鹿部出張所　９時３０分発函館行（発時分の変更）

　　　　　　　●鹿部出張所　１７時０３分発函館行（現行通り）

※詳細は函館バス鹿部出張所（℡：７－２０４４）にお問い合わせください。

◎鹿部→函館間　バス時刻表◎

函

館

駅

前

ガ

ス

会

社

前

五
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郭
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前

桔
　
　
　
　
梗
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飯

役
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ハ
マ
ナ
ス
団
地

宮
　
　
　
　
浜

鹿

部

役

場

前

鹿

部

神

社

前

鹿

部

出

張

所

 ９：３４ ９：２７ ９：２３ ９：１１ ８：５８ ８：０９ ８：０８ ８：０７ ８：０６ ８：０５

１０：５８１０：５１１０：４７１０：３５１０：２２ ９：３４ ９：３３ ９：３２ ９：３１ ９：３０

１８：３４１８：２７１８：２２１８：１１１７：５７１７：０７１７：０６１７：０５１７：０４１７：０３



広　報　し　か　べ（２３）

高齢者の生きがいと
健康づくりを応援します！「高齢者生涯カレッジ」受講生募集

　教育委員会では、高齢者が楽しみながら学ぶことができる「高齢者生涯カレッジ」を開講します。心

身ともに健康で明るく生きがいある生活を送るために、楽しく学び教養を高めましょう。

●対　　象　　町内在住でおおむね６０歳以上の方

●受 講 料　　無料（保険料年額８１０円）　※ただし、修学旅行は自己負担あり

●募集期間　　４月２０日（水）まで

●申込方法　　電話（７−３１２４）または直接中央公民館窓口へお申し込みください。

場　　所学　　習　　内　　容

中央公民館開講式・健康教室「笑いヨガ」第１回（４月）

八　雲　町鹿部産ホタテ貝殻を使った「高速道路工事現場」見学第２回（５月）

中央公民館初心者でも大丈夫♪「脳トレ！いきいき麻雀教室」（全４回）第３回（６月）

函　館　市「市電駒場車庫」＆「函館牛乳工場」見学第４回（７月）

中央公民館みんなで笑おう「落語会」第５回（８月）

北海道内修学旅行（１泊２日）第６回（９月）

函　館　市１０月オープン！「縄文文化交流センター」見学第７回（１１月）

中央公民館「悪徳商法の被害に遭わないために」講習会第８回（１２月）

総合体育館新しいスポーツに挑戦☆「フロアカーリング」第９回（１月）

函　館　市「日本銀行」へ行ってみよう！第１０回（２月）

中央公民館閉講式・反省会第１１回（３月）

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

※学習内容は、都合により一部変更になる場合がありますのでご了承願います。

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

～
鹿
部
町
社
会
教
育
施
設
に
関
す
る
お
知
ら
せ
～

＊鹿部町パークゴルフ場＊

　「鹿部町パークゴルフ場」は以下の日時より、オープン予定で現在準備をしております。今

年度も町民皆様のご来場をお待ちしております。

　なお、平成２３年度鹿部町パークゴルフ場シーズン券は３月２２日（火）より「鹿部町総合体育

館」にて販売しておりますので、購入を希望される方は総合体育館事務所までお越しください。

（昨年度、購入されたシーズン券はご利用できません）
識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

【鹿部町パークゴルフ場オープン予定日】

平成２３年４月１日（金）午前８時３０分～
※　パークゴルフ場の積雪状況により、オープン日が変更となる場合があります。

＊鹿部コミュニティー・プール＊

　「鹿部コミュニティー・プール」は下記日時のオープン日に向けて準備しております。オー

プン後には町民皆様のご利用をお待ちしております。

【鹿部コミュニティー・プールオープン予定日】

平成２３年５月１日（日）午前１０時～

※お問い合わせ先※

中央公民館（℡：７−３１２４）または、総合体育館（℡：７−３９８８）へお問い合わせください。



広　報　し　か　べ （２４）

（広告）



広　報　し　か　べ（２５）

平成２３年春の全道火災予防運動の実施について

　４月２０日（水）から４月３０日（土）まで、平成２３年春の全道火災予防運動が実施されます。
　これからの季節は、空気が乾燥し、火災が発生しやすい時期になります。ちょっとした不注意で思わぬ火災を
引き起こさないよう、次のことに気を付けましょう。
　　〇寝タバコは絶対にやめる　
　　〇ストーブに燃えやすいものを近づけない　
　　〇ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す

≪統　一　標　語≫

「消したかな」あなたを守る合言葉

◎住宅用火災警報器設置期限迫る！！
　鹿部町では平成２３年６月１日から全ての住宅に住宅用火災警報器を設置するよう火災予防条例により定めら
れています。設置場所は「ＮＳマーク」の付いている煙を感知する警報器を寝室・２Ｆに寝室がある場合には
階段の踊り場（天井又は壁面）に設置してください。
　鹿部消防署では住宅用火災警報器に関する疑問・質問などを受け付けていますので、お気軽に問い合わせく
ださい。

◎設置率１００％をめざしご協力を
　鹿部町の住宅用火災警報器設置率は３０％となっており、北海道の平均設置率６６％と比較し大変低い数字とな
っています。
　住宅火災死亡者のうち６割の方が「逃げ遅れ」により亡くなっています。また、米国では設置義務化で住宅
火災の死者数が半減、日本でも警報器の普及で住宅火災死者の減少が期待されますので、大切な家族や財産を
守る為、早急に設置しましょう。
　取り付け困難な方（高齢又は体の不自由な方）を対象に消防職員による取り付け支援も行いますので、お気
軽に問い合わせください。

◎不適切な訪問販売に注意してください
　住宅用火災警報器の設置義務化に伴い、不適切な訪問販売等が全国的に多発し、北海道内においても多数の
トラブル・被害が報告されています。
　「消防職員を装い販売する」「全ての住宅に設置義務があり、設置しないと罰則がある」「設置しているかの
確認を委託され、点検して回っている」等、いろいろな方法により不適切な販売・取引を求めてきますので、
トラブル・被害に合わないように、普段家に居る方に日頃から注意を呼びかけ、訪問者を不審に思った場合は、
書類にサインせずに鹿部消防署へ連絡してください。

◎住宅用火災警報器の不具合について
　ただいま鹿部消防署では、平成２３年６月１日より完全義務化となる住宅用火災警報器の設置について、普及
啓発活動を行っているところでありますが、過去に販売された住宅用火災警報器の内、電池式機器において不
具合があることがわかりました。
　つきましては、既に設置してある住宅用火災警報器の型式をご確認いただき、不具合部品の交換を行い、適
切な状態での住宅用火災警報器の活用をお願いいたします。

　ヤマトプロテック株式会社　　YSA-210JP　２００６年３月～２００９年８月製造
　　　　　　　　　　　YSA-310JP　２００６年３月～２００９年８月製造
　　　　　　　　　　　YSA-210AP　２００６年３月～２００９年８月製造
　ダスキン株式会社　　DKK-K1　 　２００６年３月～２００９年８月製造

　不 具 合 内 容　　電池の不具合により、電池寿命の１０年に満たない期間で「電池切れを知らせる警報が
鳴る」場合があります。

　交換・回収対象　　附属電池　型式「U9VL-J」

　※交換・回収についてのお問い合わせ窓口※
　　両社共通 ヤマトプロテック株式会社「お客様相談窓口」
　　℡：０５７０－０８００１００　 受付時間：９：００～１７：００（土・日・祝祭日を除く）
　　℡：０７２－３６１－２１０１　受付時間：平日１７：００以降及び土・日・祝祭日
　　http://www.yamatoprotec.jp/yamatoprotec/information/

※お問い合わせ先：鹿部消防署・予防係（℡７－３３３１）
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　平成２１年８月１日から実施しておりますコンポスター容器等及び機械式生ごみ処理機を購入された方に補助金

を交付する制度は、平成２３年度も継続して実施することとなりましたのでお知らせします。
識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

　併せて、平成２３年４月１日から、制度内容の一部が次のとおり変更となります。

①　機械式生ごみ処理機の補助金額の上限が、３万円から４万円に増額されます。

②　補助金の交付対象となるコンポスター容器等の数量が「１世帯あたり１基まで」が「１世帯あたり２基まで」

に変更となります。

　快適な住環境の維持や家庭におけるごみ減量策の一環として、皆さんもこの機会に生ごみ減容化容器等の購入

を検討されてみてはいかがでしょうか。

　また、家庭生ごみ減容化容器等販売（取扱）店登録をしてない町内の対象事業所で登録を希望する場合は、申

出書の受付を随時行っておりますので下記までご提出ください。

●お問合せ及び販売（取扱）店登録の申出書受付先

　民生課生活環境係（℡：７－５２９０）

家庭生ごみ減容化容器等購入費補助金制度について

【２月のゴミ回収量（一般ごみ）】

　全体　７４．２６ｔ

（昨年度同月回収量７３．６３ｔ 約０．８％増）

　うち　焼却処分　　５４．６１ｔ　

　うち　リサイクル　１６．１７ｔ　

　うち　埋立処分　　　３．４８ｔ
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窃盗犯認知件数全刑法犯

認知件数 その他自動車盗車上狙い侵入盗

０件０件０件０件０件町　内

平成２３年２月中の犯罪発生状況

物損事故傷者数死者数人身事故

４件０人０人０件町　内

平成２３年２月中の交通事故発生状況

●森警察署からのお知らせ●
　『古物営業法施行規則の改正について』

　古物営業法施行規則が改正され、平成２３年４月

１日から施行されました。古物商が買い受けを行

う際の本人確認義務等が強化され、書籍やＣＤ・

ＤＶＤ等については、値段にかかわらず、相手方

の確認や帳簿等への記載が求められることになり

ました。古物商に書籍やＣＤ・ＤＶＤ等などを売

却する場合には、値段にかかわらず本人確認を求

められることになりますので、身分証明書、運転

免許証、保険証等を持参するようにしましょう。

※お問い合わせ先：森警察署代表電話

　（℡：０１３７４−２−０１１０）

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

森警察署ニュー森警察署ニュースス

水 揚 高数　　量魚　　種水 揚 高数　　量魚　　種

３０．１がや１７，７１３１６６．９すけそ

１６０．４かじか４，３３５１０たこ

３０．１平目８１０．３さけ・ます

３，０２０５．１うに３５８２．２かれい

１，４９２７．４たら１１１，７９４２３．１なまこ

３８２２．６つぶ３０．１油子

９３，８２７４３０．３ほたて１０．１黒そい

２８９３．２その他魚類６９０．６ほっけ

２３３，３８６６５２．５合計

Ｈ23年２月の水揚 単位：数量（トン）／水揚高（千円）
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇艇窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

詣
警

罫
罫

詣
警

罫
罫

◎ 駒ケ岳火山観測情報 ◎
２月に観測された駒ケ岳の状況についてお知らせします。
【全　　般】火山活動に特段の変化はなく、火口周辺に影響を及ぼす噴火の兆候は認められません。
【噴煙活動】昭和４年火口からの噴煙の高さは５０ｍ以下で低調に経過しました。
【地震活動】今期間、剣ヶ峰東観測点で微小な地震が５回観測されたのみで、地震活動は低調に経過しました。
【地殻変動】ＧＰＳ連続観測では、長期的に伸びの傾向はあるが、その状況に特段の変動は観測されませんで

した。
※　火山情報は、札幌管区気象台ホームページでも閲覧することができます。　http://www.jma-net.go.jp/sapporo/
※　駒ケ岳の火山噴火警戒レベルは１です。

２月
平成２３年
１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月

平成２２年
３月

５９５１３０１２０２２２
剣ヶ峯東地震回数
（山頂火口原附近）　　

０１１０００００００１１
西山麓地震回数
（赤井川登山道６合目附近）

００００００００００００
西山麓微動回数
（赤井川登山道６合目附近）

◎過去１年間の地震回数
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４月～５月の行事予定カレンダー

■
編
集
／
総
務
・
防
災
課
　
■
製
作
／
㈲
三
和
印
刷

■
発
行
／
鹿
部
町

世帯と人口

平成２３年２月２８日現在

（　　）は前月比です

世帯数　１，８１９世帯（＋４）

　男　　２，２１０ 人 （－６）

　女　　２，３３０ 人 （－２）

　計　　４，５４０ 人 （－８）

●６５歳以上の人口 １，２６１人

　高齢化率　　　　２７．８％

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵
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鹿部町役場電話番号

Ｅ メ ー ル ア ド レ ス info@town.shikabe.lg.jp

01372-7-2111

鹿部町ホームページアドレス http://www.town.shikabe.lg.jp/

◆お問い合わせ先略称◆　冊公 中央公民館（℡７－３１２４）　冊保 役場保健福祉課（℡７－５２９１）
　　　　　　　　　　　　冊体 総合体育館（℡７－３９８８）　冊税 役場税務課（℡７－５２９２）

※行事日程等について、施設等の都合により変更となる場合がございますので、行事に参加される場合は、

事前に担当課へ確認願います。

休日当番医については新聞等で確認するか、役場保健福祉課までお問い合わせください。

4月16日松

碓体  鹿部町杯争奪パークゴルフ大会　パークゴルフ場　８：３０～　　17日掌

碓体  ノルディックウォーキング教室（一般）総合体育館　９：３０～１１：３０　　18日捷

　　19日昇

碓体  カールスクラブダーツ教室　中央公民館大ホール　１９：００～２０：３０
碓保  健康相談　本別中央会館　受付時間　１０：００～１１：００
碓保  　 〃　　 いこいの湯　　　  〃　　  １４：００～１６：００

　　20日昌

　　21日昭

　　22日晶

碓体  カールスクラブスポーツ吹矢教室・大会
　総合体育館柔道場　１４：００～１６：００

　　23日松

　　24日掌

碓公  高齢者生涯カレッジ【開講式】（６０歳以上）　中央公民館　１３：３０～１５：００　　25日捷

　　26日昇

碓体  カールスクラブダーツ大会　中央公民館大ホール　１９：００～２０：３０
碓保  健康相談　パークゴルフ場コミュニティーセンター　受付時間　１０：３０～１１：３０

　　27日昌

　　28日昭

　　29日晶

　　30日松

碓体  コミュニティプールオープン　１０：００～5月1日掌

碓税  軽自動車税納付期限日　　2日捷

　　3日昇

　　4日昌

　　5日昭

　　6日晶

　　7日松

　　8日掌

　　9日捷

碓保  すこやか赤ちゃん相談　総合体育館保健室　受付時間　１０：００～１１：００　　10日昇

碓体  カールスクラブダーツ教室　中央公民館大ホール　１９：００～２０：３０

碓保  赤ちゃん健診　総合体育館保健室　受付時間　１３：３０～１４：３０
　　11日昌

碓保  バンビ教室　中央公民館　受付時間　１０：００～　　12日昭

　　13日晶

　　14日松

　　15日掌
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